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け
〉

小
泉
政
権
後
の
立
法
過
程
の
変
容

十
J

ゆ
い
)
ム
り
ヲ
}

(

-

3

-

ぺ
一
糸
政
憾
に
お
け
る
吉
相
へ
の
主
格
化
を
規
{

N

ノ
し
た
の
は
y

「
相
の
桟
ケ

リ
ソ
ー
ス
ふ

r?し
め
る
杭
茂
之

F
h
同
J

一
た
政
治
手
い
い
と
ι
J
白
内
か
ム
り
の
山
、
v

武

ム
ロ
伊
司
、
日
論
の
強
い
支
持
て
あ
「

山吉の州制
YJU多
数
少
品
川
た
小
泉
首
相
に
し
一
九
一
て

m
h

情
っ
け
」
r

化ー
J

議

1協

宏

。
ひ
五
年
総
選
挙
以
一
け
、
血
水

同川
υ
兄
こ
の
は
t
A
本
の
け
八
一
川
社
山
川
平
修
一
什
は
は
と
ん
1
/

品川

川
公
は
、
通
過
儀
礼
的
な

ら
れ
ヘ
ア
、
な
り
、
脳
会
の
お
省
力
は
γ

川
市
い
な
d
¥
依
ド
ー
す
る
こ
と
と
な
っ
一
人
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こ
れ
に
対
し
て
、
後
緋
の
安
倍
政
佐
は
、
小
泉
政
権
の
沼
産
を
呈
け
継
ぎ

な
が
ら
、
そ
の
政
治
丁
法
の
ま
ず
き
に
よ
っ
て
、
閣
内
の
統
制
を
確
保
で

き
ず
、
世
論
の
支
持
を
失
う
こ
と
で
、
執
政
府
、
党
内
か
ら
の
自
律
性
も

五t

弱
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
反
田
で
、
削
政
栓
以
上
の
野
党
に
対
す
る

強
碩
的
な
μ
攻
勢
は
世
論
か
ら
の
支
持
の
附
反
に
も
つ
な
が
っ
た
ご
ハ
女
約
政

惟
の
参
議
院
選
挙
で
の
敗
北
を
受
け
て
、
相
田
政
権
は
参
議
院
で
の
過
半

数
を
恥
入
っ
た
状
態
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
党
内
融
和
の
観
点

か
ら
前
政
権
の
悶
僚
を
円
任
し
、
執
行
部
人
事
で
は
挙
党
体
制
を
情
築
し

た
ο

町
党
に
対
し
て
は
、
対
γ山
を
第
一
と
す
る
協
剥
的
な
刈
凶
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

1
り
の
姿
勢
か
ら
始
ま
っ
た
福
出
政
権
は
臨
同
国

会
を
野
党
ー
と
の
協
調
的
対
応
で
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
会
期
末
の
補
給
支

長
特
犯
法
索
の
衆
議
院
内
議
決
を
抑
人
絞
に
、
以
絞
、
通
常
凶
会
で
は
、
法

議
修
正
に
よ
る
安
協
よ
り
も
、
封
党
と
の
敵
対
的
対
立
が
、
間
一
聞
に
山
る
こ

と
と
な
っ
た
J

こ
う
し
た
二

0
0
五
年
総
選
挙
以
降
の
小
泉
、
定
的
、
制
問
の
一
政
権

と
そ
こ
に
お
け
る
み
一
法
過
程
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
丙
円
相
の
政
，
巾
的
指
導

力
と
国
会
に
お
け
る
野
党
の
影
響
力
を
規
定
す
る
要
凶
を
明
り
か
に
す
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
向
相
の
政
治
手
法
の

違
い
(
首
相
が
も
っ
体
力
リ
ソ
ー
ス
を
い
か
に
活
用
し
た
か
、
官
僚
制
や

ι
J
完
に
対
し
て
首
相
が
ど
の
科
度
自
律
的
に
指
導
力
を
発
鮮
で
き
た
か
、

そ
う
し
た
向
柑
に
対
す
る
世
論
か
ら
の
支
持
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
な
ど

を
中
心
に
分
析
す
る
)
と
、

υ
法
過
程
の
変
化
(
衆
参
両
院
に
お
け
る
与

野
止
の
議
席
配
分
の
変
化
と
与
野
党
の
国
会
対
応
)
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
ト
刀

か
ら
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
ζ
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小
泉
首
相
の
政
治

T
法

首
相
の
権
力
リ
ソ
ー
ス
に
は
、
閣
僚
党
幹
部
の
人
事
権
、
政
策
提
案

に
お
け
る
王
哩
権
、
衆
議
院
の
解
散
権
と
候
補
者
公
認
権
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
品
川
惜
の
権
力
に
対
し
て
は
、
同
民
党
内
の
派
閥
や
族
ぷ
員
が
そ

れ
を
阻
け
す
る
障
壁
と
な
っ
て
き
た
c

例
え
ば
、
閣
僚
人
事
に
閲
し
て
、

九
七

0
年
代
以
降
、
山
民
党
政
権
で
は
、
派
閥
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
い

て
各
一
点
の
勢
力
に
応
じ
て
ポ
ス
ト
を
割
り
振
る
派
閥
均
偽
主
義
と
当
選
回

数
を
本
準
に
↓
人
聞
を
順
送
り
に
し
て
い
く
当
選
凶
数
ヱ
五
が
幅
を
利
か
し

て
き
た
。
し
か
し
、
小
泉
政
権
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
派
閥
か
ら
の
推

薦
を
閣
僚
党
役
員
人
事
で
は
排
除
し
、
首
相
の
一
本
釣
り
に
よ
る
人
事

が
瓶
底
さ
れ
た
c

竹
中

γ較
を
初
め
と
す
る
民
間
人
か
ら
の
登
用
や
有
能

な
六
子
議
員
か
ら
の
積
同
的
な
任
用
が
行
わ
れ
、
閣
僚
の
存
任
期
間
も

γ

均
一
干
込
ら
ず
か
ら
、
主
要
閣
僚
に
関
し
て
は
、
一
年
か
ら
五
年
1
程
岐
に

大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
こ
内
閣
閣
僚
)
c

ま
た
、
反
キ
流
派
で
あ
る
川



仏仙人
l

派
ヤ
亀
井
派
う
ら
の
三
ス
J
は
激
減
1

〆
、
一
流
派
を
慢
遇
「
る
人
事

ゐ
ん

ι
]
/
J
r
…

党
執
行
部
内
人
事
に
お
~
て
も
、

小
山
川
ム
阿
に
森
派

Jj 

か
ら
安
倍
背
三
を
影
山

Jι
に
起
刑

L
、
そ
れ
ま
ご
の
総
裁
幹
事
山
分
一
程

の一信
/
J
h
f
T

初
め
て
絞
っ
た
{

こ
う

L
た
従
来
の
派
閥
均
街
。
年
内
吋
序
列
の

M
h

ノ
仁
を
仮
F
Q
小
い
が
何
人
事
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
人
事
と
)
J
i
世
論
均
一
え
の

J~H-J包
但
叶

y心

ハ
ゼ
亡
、
冗
斗
の
非
ム
流
派
や
べ
下
一
プ
ン
議
員
の
一
民
党
や
お

資
す
る
要
以
と
な
っ
て
い
っ
た
(
後
の
郵
政
民
世
化
応
ヘ
人
を
め
ぐ
る
屯
井

山
内
州
問
問
通
勤
心
法
河
と
も
い
、
ん
る
)

夫、
h

つい円、

小
白
木
が
立
山
T
Y
め
が
刊
し
む
に
の
は
、

除
策
決
定
出
在
に
お
げ
る

族
議
円
f

、
十
導
力
り
山
川
悶
、
十
専
へ
の
転
殺
て
あ
つ
れ
λ

。
一
日
比
川
元
政
北
部
会
を

R

換
し
〈

1-
て
自
民
A

抗
議
員
は
事
前
審
止
を
出
じ
て
刈
一
括
刻
字
J

左
側
2

号
、
と

ず
勾
庁
や
利
戸
河
川
味
じ
f

人
す
る
影
響
ハ
ペ
の
源
泉
、
と
レ
て
き
た
υ

レか
1

、

、けよ
J

打
相
は
、
竹
一
?
炉
」
流
財
政
主
い
」
大
山
を
仕
切
ノ
役
と
す
る
経
流
財
政

，:、県政権 1石:υ~ìJ~ュ品在。}変有

火
山
同
会
L
武
士
山
国

υ

、
民
間
ぷ
「
民
の
虻
宍
と
悩
僚
仁
よ
る
反
一
請
に
付
す
る

芳
、
何
の
形
で
、
首
干
の
リ
1
M
l
シ
ノ
ザ
を
九
ん
揮
す
き
々
と
を
り
能
と
!

た
。
こ
行
上
た
ヘ
え
ブ
ダ
ウ
〆
日
よ
る
厄
怯
川
町
{
l
m
川
町
型
は
刊
削
除
氏
常
化

仕
業
で
あ
!
j
、
は
川
斗
仙
石
の
式
三
品
目
で
の
人
H

決
後
、

た
で
ち
ド
衆
~
市
此
令
解

党
域
行
訴
の
符
つ
処
分
権
寝
中
、
侠
泊
主
公
認
慌
を
フ
ル
に
活
司

v

千戸 て W.c 
"iÇ~ 、 l

抗日 し
'~..， 
出:.u
苧反
で~~長
(J; 只
大の
H寺党
ht )}ゴ
(ニか

J 

千~. C) 

論徹
の底
~.rt Bi~ 

ヲ>，

支 排
持:'P;J; 
をい
iF成
f，t -.;.)) 

h た
j針。

}-f{一
州ぺ
0) () 

六五

一
両
…
引
手
卜
山
や
比
山
知
“
時
前
者

医崎判例十一昨月げをル
M

M
す
る
区
療

山
刷
仙
山
改
章
、

医
手
公
務
員
の

組
減
や
政
府
系
人
中
融
機
関
の

統
一
括
げ
を
れ
ぺ
打
政
改
革
、

一
税
一
日
・
」
夜
人

体

2
uロ
?
に
↑
ホ

F
Q
ル
夜
間
配
減
な
と
の
政
宗
を

矢
ん
綜
ぜ
い
に
ト
大
攻
、
〆
、
民
一
寺
内

J

員
の
山
政
支
ら
を
封
じ
込
め
る
こ

ど
と
な
っ
た
。
小
泉
政
権
に

土
コ
ヘ
建
H
d
、
臨
政
、
て
一

療
な
こ
の
4
壬
口
基
恥
を
決
さ

れ人~判抗日
1
同
日
同
は
、
川
叩
円
四
L
一両

出
国
に
政
液
決
定
過
程
に
お
け

品
川
川
相
川
を
急
速
に
μ
犬
、
っ
こ

レ
ピ
一
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
メ

hu
勺

シ

一

払

U

、

必一ぺ

J
h
L
ト
H

J

党
に
対
す
る

tr相
怯
り
の
雑

一/よ、

凶
去
に
お
い
と
V
J
T

各政権の比較

小泉政権 ，&:，':{'，政権 ネ品目立i作
O~517 9 ;.j --OGt 9 JゴOGt 9 Jゴ~つ7午9iJ つ7午9，~j "，，08{弓9}:! 
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に
対
す
る
絶
対
優
位
に
必
ず
し
も
侃
結
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
泉
円
相

に
と
ロ
て
最
後
の
回
会
と
な
っ
た
六
四
回
通
市
回
会
で
は
、
衆
院
の
一

分
の
一
の
勢
力
を
ワ
党
が
保
持
し
な
が
ら
、
民
上
党
の
小
沢
執
行
部
が
小

泉
首
憎
と
の
対
渋
姿
勢
を
と
っ
た
た
め
、
共
謀
罪
創
設
法
案
や
教
育
志
本

円
以
改
正
案
な
ど
の
市
要
法
案
は
採
決
強
行
に
ぶ
ら
ず
、
継
続
審
議
と
な
っ

五t

た
の
で
あ
る
。

安
倍
首
相
の
政
治
手
法

後
継
と
な
っ
た
安
倍
政
権
で
は
、
安
防
首
相
は
、
前
仔
の
小
東
と
同
僚

に
派
閥
か
ら
の
排
薦
を
受
け
ず
に
、
白
り
悶
僚
の
人
選
を
行
い
、
ヱ
に
白

民
党
総
裁
選
挙
で
支
持
を
受
け
た
功
労
行
を
中
心
と
し
た
組
閣
を
行
っ
た
}

そ
の
た
め
、
総
裁
選
で
戦
っ
た
谷
担
派
か
ら
は
入
閣
せ
ず
、
ま
た
、
党
執

行
部
人
事
に
お
い
て
は
、
幹
事
長
に
同
じ
町
村
派
の
中
川
秀
直
を
起
肘
し
、

総
及
・
幹
事
長
を
阿
じ
派
閥
が
山
め
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
う
し
た
人
事

に
は
、
小
泉
政
梓
同
様
に
、
羊
流
派
以
外
の
派
閥
や
ベ
テ
ラ
ン
議
員
か
ら

の
不
満
も
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
安
倍
が
目
指
し
た
の
は
、
内
閣
点
一房
・

内
問
肘
に
首
相
直
属
の
政
治
家
を
配
し
、
官
邸
半
導
に
よ
る
政
策
決
定
ン

ス
テ
ム
を
確
ム
げ
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

JH一房
長
ー
に
は
、
新

人
議
員
時
代
か
ら
H
八
に
政
議
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
活
動
し
て
き
た
県
友

の
指
附
ぷ
久
二
九
八
九
年
以
点
の
他
派
閥
の
官
房
長
官
)
を
充
て
、
経

済
財
政
州
当
大
位
に
は
、
内
閣
府
政
策
統
拾
い
い
と
し
て
経
済
財
政
諮
問
公

ぷ
の
氏
山
議
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
大
叫
弘
了
(
非
議
員
)
を
起
用
し

た
。
さ
ら
に
、
政
治
家
を
巾
心
に
山
間
山
川
に
ふ
川
人
的
総
理
人
臣
補
佐
官
を

置
き
、
凶
家
安
ふ
保
障
、
佐
致
問
題
、
経
済
財
政
、
教
育
内
生
、
広
報
の

各
分
野
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
り
世
論
は
、
こ
う
し
た
ん
弘
治
政
権

の
充
足
を
お
お
も
ね
歓
迎
し
、
内
閣
支
持
ネ
は
六
一
括
に
達
し
た
υ

安
倍
政
権
は
、
政
権
充
足
後
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
削
政
権
の
積
み
残

し
と
な
っ
て
い
た
教
育
基
本
法
改
置
案
や
防
衛
官
昇
格
法
案
を
含
む
全
て

の
政
材
提
出
法
案
を
成
リ
一
さ
せ
、
政
参
内
院
の
絶
対
多
数
を
う
党
が
ト
門
め

る
回
会
に
お
け
る
政
附
の
優
位
件
を
不
し
た
日
し
か
し
、
こ
う
し
た
安
倍

政
権
の
転
機
と
な
ワ
た
の
が
、
郵
政
解
散
の
際
に
除
名
さ
れ
た
造
以
議
員

の
復
党
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
で
、
川
民
知
行
相
は
、
参
院
自
民
党
執

行
部
の
強
い
十
張
を
受
け
入
れ
、
一
人
の
議
員
の
彼
党
を
認
め
る
こ
と

と
な
っ
た
〕
さ
ら
に
、
制
時
期
に
本
州
政
的
税
調
公
長
の

4HA芹
入
居
間
制

に
よ
る
社
任
や
位
同
行
革
担
当
卜
人
同
い
の
政
，
巾
資
金
問
題
で
の
辞
任
な
ど
、

政
権
の
イ
メ
ジ
を
拘
な
う
事
件
が
続
き
、
安
倍
は
支
持
率
の
依
下
に
初

め
て
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
じ
翌
一
行
一
口
一
七
伊
十
一
月
に
は
、
仰
津
田
町
川

労
働
大
悼
の

k
引
を
産
む
機
悦
と
し
た
発
二
川
問
題
が
川
品
や
灯
党
か
ら
の

強
い
枇
刊
を
浴
び
、
さ
ら
に
、
一

H
に
は
松
岡
農
本
人
同
い
に
よ
る
光
凱
本

北法:i9UJ・228)25:;6 



山質
問
題
が
党
~
見
し
、
山
間
支
持
率
は
一
心
河
台
に
ま
で
落
ち
こ
ん
だ
安

倍
首
相
は
、
自
身
の
任
命
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
同
泣
す
る
た
め
、
両

大
出
を
罷
免
せ
ず
、
そ
の
た
め
、
松
凶
卜
入
門
ら
の
問
題
は
、
凶
会
に
お
け

る
野
党
の
追
及
的
格
好
の
材
料
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
閣
僚
に
よ
る
カ

ネ
を
め
ぐ
る
ス
ヰ
ヤ
ン
ダ
ル
は
、
自
殺
し
た
松
岡
の
後
停
と
な
っ
た
亦
域

農
本
大
円
に
至
る
ま
で
、
政
権
の
致
命
傷
と
な
っ
て
角
柑
を
追
い
込
む
こ

と
と
な
っ
た
r

小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

こ
う
し
た
閣
僚
に
対
す
る
首
相
の
統
率
力
の
欠
如
は
、
省
庁
官
僚
制
に

対
し
て
も
見
ら
れ
た
、

dt日
は
、
内
閣
に
教
育
再
川
会
一
認
を
設
置
し
、
宵

邸
主
導
に
よ
る
教
育
再
生
を
目
指
し
た
が
、
主
教
族
は
ト
コ
匙
教
育
門
生
協

議
会
を
与
す
ち
卜
げ
、
文
部
制
F

了
省
も
、
本
来
の
政
策
形
成
ル
ト
で
あ
る

小
叫
ん
教
育
市
議
余
に
よ
る
審
議
を
必
公
ト
と
し
て
、
再
生
会
議
の
刊
抜
き
を

阿
っ
た
。
そ
の
た
め
、
安
い
首
相
自
身
が
口
玉
と
し
と
い
た
パ
ウ
チ
ャ

I

制
ヤ
九
日
月
入
学
の
導
入
は
見
苧
り
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
J

ま
た
、
社
会
保

険
庁
の
改
革
で
は
、
小
泉
政
権
時
の
法
令
本
を
駈
案
と
し
、
対
常
化
を
骨
格

と
す
る
改
革
法
案
を
官
邸
、
よ
哩
で
再
提
出
し
た
も
の
の
、
い
民
主
党
の
長
妻

議
員
ら
の
調
音
で
党
覚
し
た
年
金
記
録
問
題
に
よ
っ
て
、
政
府
は
出
副
党
か

ら
の
v
恥
し
い
直
求
の
矢
耐
に
す
u

た
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
で

は
、
厚
川
労
働
省
や
村
会
保
険
け
の
ト
y
ブ
レ
ベ
ル
の
官
僚

H
身
が
当
事

者
と
し
て
き
の
責
任
が
問
わ
れ
、
末
端
の
現
場
職
員
(
元
地
方
事
務
官
)

に
対
す
る
ん
丙
干
長
官
ら
に
よ
る
統
制
も
作
肘
し
な
く
な
っ
て
、
問
題
的

深
刻
さ
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
官
僚
制
か
ら
の
択
抗
は
、

内
閣
文
持
率
が
さ
ら
に
低
下
し
た
政
権
末
期
に
な
る
と
、
一
回
顕
著
に
な

る
こ
と
と
な
っ
た
{
特
に
、
凶
家
公
務
回
以
法
改
rl
案
で
は
、
省
庁
の
あ
っ

せ
ん
に
よ
る
天
「
り
先
確
保
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
作
省
幹
部
の
強
い
反

発
に
あ
い
、
事
務
次
官
写
会
議
で
は
反
対
意
見
が
相
次
い
だ
り
結
局
、
指

崎
一
同
一
房
長
日
と
各
省
の
背
後
に
あ
っ
て
批
判
的
だ
っ
た
与
党
側
と
の
合
意

に
よ
っ
て
悶
議
決
定
に
持
も
込
み
、
，
H
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
(
新
人
材

パ
ン
ク
)
の
ぷ
置
を
実
現
し
た
も
の
の
、
そ
の
山
川
零
は
、
法
案
成
立
仕
院
の

制
度
比
凪
引
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
行
政
府
内
で
の
内
悶
の
統
制
が
弛
緩
す
る
占
で
、
郵
政
浩
一

反
議
員
の
復
党
以
絞
、
f

川
民
党
内
で
も
、
消
失
し
て
い
た
成
議
員
の
影
響

力
が
復
持
す
る
傾
山
が
見
ら
れ
た
。
安
い
首
相
は
、
臨
時
国
会
終
了
後
の

一

C
O六
年

月

、

県

年

度

の

F
算
編
成
作
業
の
過
科
で
、
唐
突
に
、

党
内
に
強
い
反
党
の
あ
る
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
を
経
済
財
政
諮

問
会
一
次
で
打
ち
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
方
針
に
党
内
の
出
路
族
は
強

く
反
発
し
、
段
終
的
に
は
、
道
路
建
設
の
た
め
の
歳
山
を
上
同
る
税
収
を

般
財
源
化
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
と
す
る
こ
と
で
決
着
に
持
ち
込
ん
だ

が
、
政
府
ワ
党
聞
の
刷
整
の
過
程
で
、
安
倍
向
相
自
身
が
道
路
放
と
の
妥

協
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
白
ら
の
政
治
的
成
が
を
傷
ワ
け
る
結
果
と
な
っ
た
c

北法SD(;;.22D) 2;;3i 



料五t

一
口
一
心
七
年
1

ハ
月
の
骨
太
的
方
針
の
v限
定
過
紅
で
は
、
八
河
川
ハ
事

業
削
減
の
数
値
目
標
の
設
定
を
民
間
議
員
が
提
案
し
た
も
の
の
、
冬
山
木
回

土
交
通
大
川
出
や
校
議
員
か
ら
の
反
発
に
よ
り
、
柏
町
、
安
倍
円
相
は
、
具

体
的
数
惜
の
明
記
を
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
安
仇
政
権
に
お
い
て
も
小
東
政
権
と
阿
様
に
、
強
化
さ
れ

た
内
問
機
能
を
活
刑
す
る
こ
と
で
、
宵
邸
キ
導
の
政
策
決
定
を
行
う
こ
と

が
目
指
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
忠
岡
は
必
ず
し
も
成
功
し
な
か
っ
た
そ

の
定
因
と
し
て
は
、
官
邸
と
ι
J
克
と
の
、
不
ソ
ト
ワ

l
ク
ヘ
パ
イ
プ
)
の
不
ワ】

一

也
、平
宵
僚
制
か
ら
の
協
力
を
調
?
淫
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
、

に
も
か
か
わ
γ
り
ず
、
仏
範
囲
に
拡
散
し
た
政
策
一
ア

!
?
h
z官
郎
が
抱
え
過

ぎ
た
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
そ
の
政
策
調
件
能
力
を
起
え
る
過
重
な
負
仰

と
な
ワ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
前
任
の
小
泉
円
相
の
よ
う

な
ポ
ピ
コ
リ
ス
ト
的
な
民
素
が
安
倍
に
は
欠
け
て
お
り
、
ま
た
、
竹
中
平

較
の
よ
う
な
官
邸
主
導
を
凶
山
山
す
る
仕
切
り
役
も
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
な

-
4
 

ど
に
よ
っ
て
、
安
仇
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が
、

同
民
に
対
し
て
も
次
第
に
露
呈
し
て
い
く
結
果
と
な
っ
た
、
そ
れ
で
も
世

論
の
支
持
が
而
い
段
階
に
お
い
て
は
、

υ邸
主
導
に
対
し
て
も
、

U
民
T
P凡

や
省
庁
の
側
か
ら
の
抵
抗
も
抑
川
さ
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
社
会
似
険
庁
に
よ
る
司
令
川
己
録
の
ず
さ
ん
な
管
理
や
、
閣

僚
の
相
次
ぐ
不
祥
事
の
売
り
見
に
よ
っ
て
内
閣
支
持
キ
が
三

O
%台
に
低
迷

ま
た

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
停
の
統
治
能
力
は
危
機
的
な
状
態
に
陥
っ
て

北法:i9UJ・2日})25:;8 
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参
議
院
選
学
を
前
に
官
倍
は
、
法
案
の
成
斗
に
よ
っ
て
結
果
を
山
す
こ

と
で
、
支
持
法
の
州
向
を
閃
る
と
の
ー
止
場
を
鮮
明
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

出
吊
阿
会
で
は
、
社
会
保
険
庁
改
革
関
連
法
案
や
刊
金
時
効
特
例
法
案
、

同
家
公
務
員
法
改
正
案
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
強
れ
採
決
や
中
間
報
刊

に
よ
る
成
立
を

μ
ら
折
示
し
、
野
党
側
と
の
対
決
交
勢
を
買
い
た
。
既
に

C
C
品
川
年
総
選
挙
以
降
、
野
党
の
民
、
一
干
止
と
与
党
と
の

小
山
拭
政
権
時
の

共
阿
に
よ
る
一
議
員
立
法
提
出
ゃ
法
案
修
正
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
た
も
の

の
、
安
倍
政
梓
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
コ
〆
セ
〆
ザ
ス
型
の
国
会
対
応
は

皆
無
と
い
え
る
よ
う
な
状
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
首
州
の
強

権
的
な
「
法
は
、
法
案
の
山
内
容
川
体
に
問
題
点
を
含
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
世
論
の
丸
持
を
さ
ら
に
牛
へ
う
要
凶
と
な
っ
た
。
参
ぷ
院
選
挙
は
自
民

党
の
惨
敗
に
終
わ
り
、
安
倍
首
相
は
、
内
閣
改
造
に
よ
っ
て
な
お
も
政
権

担
当
を
目
指
し
た
が
、
世
論
の
支
持
は
十
分
な
凶
侮
は
み
せ
ず
、
ワ
野
党

逆
転
下
の
国
会
で
の
対
決
法
案
成
六
の
め
ど
も
す
た
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
が
、
安
的
自
身
の
政
権
維
持
の
意
欲
を
由
民
史
さ
せ
、
結
果
的
に
一

0
0

七
年
九
け
の
眠
時
国
会
目
頭
で
の
所
信
衣
明
演
説
絞
に
退
陣
を
表
明
す
る

と
い
う
、
間
代
未
聞
の
幕
引
き
を
ー
ら
が
れ
わ
き
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で

丸
町
7

G

J



」
市
阿
首
相
の
政
治
手
法

小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

後
継
と
な
っ
た
福
叫
政
権
は
、
前
汀
の
久
倍
政
権
に
よ
る
参
議
院
選
挙

で
の

K
敗
に
よ
っ
て
、
市
忍
=
市
院
で
の
多
数
を
失
っ
た
状
態
で
発
足
す
る
こ

と
と
な
っ
た
(
背
水
の
陣
内
閣
可
福
田
は
、
総
裁
選
挙
に
陥
み
、
小
泉
・

安
倍
政
権
時
に
党
内
で
ほ
作
ギ
流
で
あ
っ
た
派
閥
か
ら
も
支
持
を
取
り
つ

け
、
挙
党
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
間
僚
人
事
で
は
、
安
倍
改
造

内
聞
の
閣
僚
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
仔
す
る
と
と
も
に
、
同
時
に
行
っ
た
党

執
行
部
人
事
に
お
い
て
も
、
各
派
間
ト
ッ
プ
を
党
凶
役
に
す
え
、
派
閥
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
人
事
が
れ
わ
れ
た
(
も
っ
と
も
総
裁
選
手
を
争
っ

た
麻
生
派
か
ら
の
入
悶
・
党
三
役
は
な
か
っ
た
)
c

参
一
次
院
で
過
半
数
を

失
っ
て
い
る
以
上
、
米
議
院
に
お
け
る
一
分
の
一
の
優
越
規
定
を
行
使
す

る
た
め
に
は
、
総
土
流
派
体
制
に
よ
っ
て
非
主
流
派
を
党
内
に
作
ら
な
い

こ
と
が
何
よ
り
も
不
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
こ
う
し
た
傾
向
は
、
伺

出
改
造
内
闘
に
お
い
て
、
麻
パ
什
よ
郎
の
幹
事
以
就
任
と
公
明
党
へ
の
配
慮

な
ど
で
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
い
く
)
。

組
問
に
お
い
て
い
前
の
内
閣
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
一
っ
た
情
田
は
、

官
邸
の
要
で
あ
る
山
一房
ぷ
官
に
阿
じ
派
問
の
町
村
信
芋
を
外
相
か
ら
横
滑

り
さ
せ
、
一
同
一
房
副
長
官
に
は
副
長
官
経
験
者
の
一
橋
止
弘
を
再
び
任
命
す

る
こ
と
で
、
前
政
権
で
十
分
で
な
か
っ
た
官
邸
と
各
省
と
の
辿
携
の
同
複

を
凶
っ
た
。
し
か
し
、
仙
出
政
権
の
最
大
の
訳
題
は
、
政
府
h
J
党
内
で
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
す
よ
り
も
、
参
議
院
で
過
半
数
を
佳
る
こ
と
と

な
っ
た
い
民
主
党
と
の
ぷ
し
合
い
に
よ
っ
て
、
い
か
に
法
案
の
成
す
を
阿
っ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
c

そ
の
た
め
、
相
同
首
相
は
、
ワ
党
内

は
も
と
よ
り
、
野
党
υ
民
主
党
、
そ
し
て
川
必
の
動
向
と
い
う
多
ル
商
か
ら

の
支
持
を
調
注
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
協
調
型
の
政
策
形
成
を
模
索

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
世
論
品
芥
で
も
、
内
閣
支
持
率
は
発

足
当
初
五
一
括
と
比
較
的
高
め
の
支
持
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た

。
。
七
年
の
臨
時
国
会
で
は
、
一
月
に
福
田
両
相
と
小
沢
民

Tハ兄

代
表
と
聞
の
大
辿
立
構
想
が
挫
折
し
た
後
も
、
参
議
院
の
逆
転
状
泌
を
念

頭
に
民
主
党
の
賛
成
取
り
付
け
に
優
先
順
位
が
世
か
れ
、
政
肘
提
山
山
法
案

の
共
同
修
止
や
議
員
有
法
の
共
同
提
山
が
大
幅
に
増
加
し
た
り
し
か
し
、

会
期
末
の
一

0
0
八
作
一
片
の
補
給
支
援
特
拾
法
案
の
衆
院
再
ぷ
決
を
契

機
に
、
一
心
。
八
年
の
通
常
凶
会
で
は
、
会
期
日
一
回
か
ら
、
政
刷
提
出
の

悦
制
改
正
関
連
法
案
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
り
ワ
野
吋
兄
が
対
ー
止
す
る
こ
と
と

な
っ
た
c

特
に
、
民
キ
兄
が
道
路
特
定
財
源
の
般
財
源
化
と
ガ
ソ
リ
ン

税
の
暫
定
税
?
の
反
止
を
強
く
主
娠
し
、
法
案
成
げ
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

で
、
川
ょ
に
、
ト
h
J

党
側
は
A
1
度
末
の
期
限
切
れ
を
防
ぐ
た
め
五
月
末
ま

ケ
川
同
期
限
を
延

μす
る
つ
な
ぎ
法
案
(
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
!
法
案
)

北法SD(;;.231) 2;;39 
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料

を
提
出
し
、
衆
議
院
本
会
議
で
の
係
渋
を
目
指
し
た
。
民
主
党
は
事
一一識梓

の
剥
奪
と
し
て
反
売
し
、
審
説
先
l

転
が
不
司
避
に
な
る
こ
と
に
危
機
感
を

持
っ
た
衆
参
両
院
議
長
の
「
ザ
度
内
に
一
定
の
結
晶
を
得
る
」
己
円
の
あ
っ

せ
ん
に
よ
っ
て
、
つ
な
き
法
案
は
撤
回
き
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
議

長
あ
っ
一
せ
ん
に
は
、
各
党
問
で
合
意
を
得
ら
れ
た
た
も
の
に
つ
い
て
は

υ

法
府
に
お
い
亡
修
正
す
る
と
の
項
円
が
あ
り
、
民
キ
党
は
政
府
と
の
論
戦

を
通
じ
て
、
ト
コ
党
側
に
修
正
を
迫
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た

し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の
議
長
あ
っ
せ
ん
後
も
、
民
、
一
十
党
執
行
部
は
、

抗
議
院
の
解
散
総
選
挙
に
政
山
側
を
追
い
込
む
と
い
う
徹
氏
抗
戦
を
継
続

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
与
野
党
川
で
の
合
志
形
成
は
存
易
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、

ι
J

兄
は
、
年
庄
内
成
ウ
を
図
る
た
め
、
一
月
末
に
一

0
0
八

年
度
子
情
索
と
悦
制
改
止
間
違
法
案
を
衆
議
院
に
お
い
て
強
行
採
決
で
通

過
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
り
そ
の
結
果
、
野
党
側
に
帯
設
拒
否
の
卜
人
義
名

分
を
ι
J
え
る
こ
と
と
な
り
、
参
議
院
で
は
審
議
人
り
す
ら
で
き
な
か
っ
た
c

同
時
期
に
焦
点
と
な
っ
て
い
た
け
銀
総
裁
の
人
事
で
は
、

U

民
ヱ
党
の
以
刈

に
よ
っ
て
政
府
側
か
ら
山
さ
れ
た
二
度
の
承
認
案
件
が
否
決
さ
れ
る
こ
と

五t

と
な
っ
た
c

与
党
側
は
野
党
に
対
し
て
、
修
7

正
案
を
捉
不
し
た
が
、
存
議
空
転
に
よ

る
こ
う
着
状
態
を
打
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
つ
い
に
汗
度
末
に

な
っ
て
、
悩
出
首
相
は
、
民
キ
党
が
安
協
叫
能
な
業
を
提
示
す
る
こ
と
で

事
態
の
打
開
を
検
索
し
、
二

C
C九
年
山
ー
か
ら
道
路
特
定
財
源
を
ん
領
一

般
財
源
化
す
る
新
提
案
を
去
附
す
る
こ
と
と
な
っ
た
し
か
し
、
一

C
C

八
年
民
か
ら
の
一
般
財
源
化
と
暫
定
税
半
そ
の
も
の
の
廃
け
を
求
め
る
い
民

羊
党
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
道
路
関
連
以

外
の
担
一
疋
税
1
4
I

に
つ
い
て
は
一
ヶ
片
位
長
す
る
一
つ
な
き
法
案
」
が
次
参

両
院
議
長
の
仲
裁
で
成
止
し
た
も
の
の
、
カ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
悦
率
は
九

度
よ
で
失
効
し
、
一
凶
刊
の
い
い
切
れ
法
案
が
年
い
ほ
内
に
成
止
す
る
こ
と
が

北法:i9UJ・232)2S40

で
き
な
か
っ
た
ご

こ
う
し
た
民
主
党
の
強
硬
な
態
民
の
山
口
組
尽
に
は
、
々
什
世
世
論
川
刑
芥
で
過

半
数
の
回
特
昔
が
ガ
ノ
リ
〆
税
の
叫
定
税
雫
延
長
に
以
対
し
て
い
る
と
の

結
束
が
山
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
)
月
に
は
海
上
山
衛
隊
の
イ
ジ
ス

艦
と
漁
船
と
の
衝
突
事
故
が
起
こ
り
、
一
一
一
片
に
は
刊
度
末
ま
で
に
達
成
す

る
と
し
て
い
た
消
え
た
年
金
」
録
問
題
の
解
決
が
い
ま
だ
速
い
平
)
と
が
明

ら
か
に
な
2

た
c

同
日
月
か
ら
始
ま
ウ
た
後
期
高
齢
占
医
療
制
庄
で
は
、
同

齢
告
を
中
心
と
し
た
有
権
者
の
強
い
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
ワ
た
〕
こ
う

し
た
逆
風
下
で
、
福
凶
内
閣
の
支
持
率
は
一
心
%
台
に
ま
で
低
卜
す
る
こ

と
と
な
一
っ
た
。

税
制
悶
辿
法
案
は
、
四
月
に
な
っ
て
参
議
院
で
よ
う
キ
く
審
議
入
り
し

た
も
の
の
、
財
政
金
融
、
総
務
両
委
員
会
と
も
、
民
主
党
委
員
長
で
あ
り
、

常
任
委
員
会
で
の
審
議
の
た
め
、
週
同
科
皮
の
定
例
口
し
か
存
議
を
進



め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ワ
党
側
は
、
困
対
政
調
レ
ベ
ル
で
の
道

路
政
治
に
関
す
る
ワ
野
党
協
認
を
申
し
入
れ
、
参
議
院
で
の
委
員
会
審
議

と
#
白
し
て
協
議
が
虐
一
め
ら
れ
た
、

一
方
、
追
附
特
f

疋
財
加
を
心
年
間
維
持
す
る
遣
路
整
備
財
源
特
例
法

案
に
つ
い
て
は
、
政
府
与
党
に
よ
る
一
般
財
源
化
の
方
針
と
の
オ
盾
に
つ

い
て
、
野
冗
の
み
な
ら
ず
、
与
党
山
円
か
ら
も
異
論
が
山
さ
れ
て
い
た
り
与

党
内
で
は
、
世
論
の
反
売
が
尚
ま
る
中
で
、

μ
民
党
内
の
中
堅
衿
手
議

小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

白
川
を
中
心
に
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
悦
化
を
担
保
す
る
総
務
会
決
定
や

閣
議
決
定
を
求
め
る
一
ぷ
員
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
顕

h
化
し
た
。
他

h
で、

二
階
総
務
会
長
ら
道
路
肢
は
般
財
源
化
の
和
保
に
慎
重
な
り
安
勢
を
崩
さ

な
か
っ
た
c

民
主
党
は
、
衆
議
院
の
再
議
決
を
前
抗
と
し
た
ワ
党
の
対
応

に
反
発
し
、
法
案
の
再
可
決
に
よ
っ
て
、
般
財
源
化
の
約
束
は
反
此
に

さ
れ
る
と
し
と
与
野
党
聞
の
作
居
形
成
は
層
困
難
な
情
勢
と
な
っ
た
。

事
態
を
転
換
さ
せ
た
の
は
、
再
川
決
を
日
前
に
控
え
た
凶
月
一
八
日
に

実
施
さ
れ
た
米
院
山
円
区
の
補
欠
選
挙
で
あ
日
た
じ
同
選
挙
で
は
、
白

民
止
候
補
が
子
組
外
の
涯
で
敗
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
を

け
て
り
党
側
は
、
内
川
町
決
の
前
に
党
内
の
造
反
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
府
民

党
の
臨
時
総
務
公
を
開
き
、
一

0
0九
年
度
か
ら
の
一
般
財
源
化
を
了
承

す
る
と
と
も
に
、
法
楽
成
立
後
に
ト
コ
ハ
兄
協
品
会
を
す
ち
ト
げ
、
般
財
源

化
の
た
め
の
法
案
に
つ
い
て
作
内
に
成
案
を
得
る
こ
と
が
伴
認
さ
れ
た
c

与
党
は
、
野
党
側
が
参
議
院
に
お
い
て
ほ
決
す
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
を

。

見
極
め
た
う
え
で
、
再
可
決
が
可
能
と
な
っ
た
川
川
ニ
ロ

H
、
共
斥
党
を

除
く
野
止
が
欠
席
し
た
ま
ま
、
六

O
H
ル
1
ル
に
基
っ
く
み
な
し
内
決
を

適
凶
刑
し
て
、
政
府
提
問
の
税
制
改
T
K
関
連
法
案
を
衆
議
院
に
お
い
て
再
可

決
文
成
止
さ
せ
た
)
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
軒
定
税
1
4
I

は

ヶ
月
で
夜
川
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ο

つ
づ
く
、
道
路
坐
備
財
源
特
例
法
索
に
つ
い
亡
は
、
民
主
党
が
再
肢
の

み
な
し
百
決
を
避
け
る
た
め
に
、
参
議
院
で
の
禄
決
に
応
じ
る
ん
針
に
転

換
し
た
こ
と
を
受
け
、
政
府
は
、
一
ひ
っ
九
年
民
か
ら
の
一
般
財
源
化
の

基
本
方
針
を
政
府
系
の
門
叶
決
に
先
リ
一
っ
て
閣
議
決
定
で
確
認
す
る
こ
と

と
な
っ
た
…
こ
う
し
て
、
政
府
案
は
、
結
吋
、
参
議
院
で
法
案
修
ー
止
を
行

、
つ
こ
と
な
く
、
野
党
の
反
対
多
数
で
併
決
さ
れ
、
続
い
て
衆
議
院
の
三
分

の
以
上
の
多
数
で
再
可
決
が
れ
わ
れ
た
。
以
ト
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

与
完
側
は
、
民
主
党
の
対
応
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
衆
ぷ
院
で
再
議
決
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
動
し
た
し
か
し
、
自
民
党
内
で
は
、
道
路
肢

と
中
日
了
若
干
議
員
の
グ
ル
ー
プ
の
主
阪
が
対
す
し
、
日
制
田
円
相
は
、
い
民

字
覚
と
同
時
に
与
党
内
で
の
ん
n
自
の
取
り
ワ
け
に
拘
束
さ
れ
、
結
局
、
そ

の
指
骨
々
に
も
一
定
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
じ
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四

方
法
過
私
の
変
容



料

こ
う
し
た
肯
相
、
ヱ
哩
に
よ
る
政
治

T
法
は
、
国
会
に
お
け
る
す
法
過
税

を
ど
の
よ
う
に
規
正
し
た
で
あ
ろ
う
か
こ
こ
で
は
、
阿
公
に
お
け
る
ー
υ

法
過
程
を
規
定
す
る
要
凶
と
し
て
、
首
相
と
与
党
と
の
関
併
、
衆
参
川
院

で
与
党
が
と
の
税
皮
の
議
席
を
確
保
し
て
い
る
か
(
衆
参
両
院
と
も
絶
対

安
定
多
数
ま
た
は
安
定
多
数
を
確
保
し
て
い
る
場
介
、
参
議
院
で
与
野
先

が
逆
恥
す
る
ね
じ
れ
凶
会
の
判
明
合
に
わ
け
て
考
察
す
る
)
、
向
相
の
対
回

会
へ
の
姿
勢
と
川
氏
、
ヱ
党
の
政
刷
ワ
党
へ
の
対
応
戦
附
の
与
税
出
、
を
含
め
て

検
局
す
る
こ
と
と
し
た
い

五t

ま
ず
、
小
泉
政
権
で
の
郵
政
民
公
化
法
案
に
見
ら
れ
た
首
相
と
与
党
と

の
対
立
関
係
は
、
そ
の
ほ
か
の
ー
止
法
過
程
と
比
較
し
て
、
住
め
て
特
異
な

事
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
c

小
東
政
権
に
お
い
て
も
、
通
7

日
の

場
合
、
す
べ
て
の
内
閣
提
出
法
宰
は
、
川
民
党
の
事
前
審
査
を
経
て
、
回

会
抗
出
段
階
で
い
兄
議
拘
束
が
か
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
郵

政
民
常
化
法
…
廷
に
お
い
て
は
、
出
会
の
法
案
へ
の
承
一
♂
が
得
ら
れ
ず
、
衆

参
両
院
の
本
会
議
採
決
に
お
い
て
大
円
単
の
造
反
議
員
が
出
た
(
解
散
総
選

学
に
対
す
る
危
倶
か
ら
山
市
議
院
の
ほ
う
が
造
反
一
議
員
の
数
は
少
な
か
っ

た
て
通
常
の
場
合
、
そ
の
段
階
で
首
相
の
命
運
は
尽
き
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
小
泉
+
円
相
は
、
衆
議
院
の
解
散
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
、
起
化
囚

ヰ
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
り
自
民
党
執
わ
部
は
、
小
選
学
同
制
の
も
と
で

の
候
補
者
公
認
権
を
段
ん
限
に
活
用
し
、
す
べ
て
の
造
反
議

R
の
選
挙
町
内

に
対
ム
リ
u

候
柿
を
斗
て
た
。
劇
的
な
解
故
劇
と
山
民
党
の
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
を

郵
政
民
営
化
の
是
非
に
一
本
化
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
刺
存
候
補
を
擁
『
げ

し
た
こ
と
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
呼
ぴ
、
一
般
の
有
権
首
の
所
同
を
集

め
る
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
{
そ
の
結
果
、
白
村
民
党
は
大
勝
し
、

党
内
に
法
以
が
生
じ
て
も
、
首
相
が
持
つ
解
散
惟
や
候
補
省
公
認
権
を
刷

い
れ
ば
、
J

向
柑
が
強
い
権
力
を
ね
便
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
を
不
す
こ

と
と
な
っ
た
r

総
選
手
以
降
は
、
小
泉
/
円
相
は
、
選
挙
に
お
け
る
有
権
長

か
ら
の
信
任
を
背
景
と
し
て
、
与
党
か
ら
の
白
律
性
を
段
大
限
に
佐
保
し
、

自
ら
の
選
好
に
基
づ
い
た
政
策
を
、
政
議
員
や
官
僚
制
の
択
抗
を
排
除
し

つ
つ
実
現
を
阿
る
こ
と
が
り
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
教
育
志
本
法
改
正

案
や
同
民
投
票
法
案
、
防
衛
省
昇
倍
法
案
、
社
会
保
険
庁
改
革
法
案
な
ど

が
次
則
政
権
へ
の
積
み
残
し
法
家
と
な
っ
一
た
が
、
こ
れ
ら
の
法
案
は
、
一
女

倍
政
権
発
足
後
、
野
党
の
以
対
を
押
し
て
成
止
に
至
る
こ
と
と
な
っ
た
)
。

も
っ
と
も
、
衆
参
ね
じ
れ
凶
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
首
相
の
惇

心
手
法
の
れ
使
は
大
き
な
制
約
を
受
け
る
c
ま
ず
、
衆
議
院
の
解
散
を
行
っ

て
も
、
参
議
院
で
の
逆
転
状
況
が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
野
党
の

反
対
姿
勢
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
結
局
は
参
議
院
で
法
案
が
ス
ト

Y
7
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
ま
た
、
衆
議
院
で
三
分
の
こ
の
再
議
決
を
行
使
す
る

た
め
に
は
、
ト
コ
党
内
の
派
閥
や
族
議
員
の
造
以
を
回
遊
す
る
た
め
に
党
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
長
大
限
の
尊
平
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
c
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料五t

1990年代後半以降の歴代内閣の内閣提出法案の成立率及び修正率

成六法案

成立1']数 巾の修止
法案成¥T 法案修I卜

51 
山 祈規提，'l'1 (諸島キi法 件数

キ(ヲ6) 十(%)
悶 刊数(A) 議青むj L継続法

B，I/':T..) (C)/IB) 
(B) 末吉む)

(C) 

1996~ 1998年 橋本 340 320 19 94.1 0.9 

199B-主)間作 小判 引)β 316 ，10 103"o 12.7 

2以)O~出)01年 森 121 113 17 93.4 Ei.O 

2()()1-引)()fi1干 小反 佼~5 ():JS S3 96.1 R，1 

2氏)6~主)07 1 1 安倍 109 102 5 9:3，6 4，9 

2似)7年※臨峠|玉l会 福岡 10 14 4 140.() 28.6 

2仰が|※通常囚会 福トH 80 63 H 78.8 22.2 

台計 、V);j E十1651 百十12)当6 E十152 'ji-J:;)9G.l 、l'均9.6

表2

1 新規舵出刊数は提出時における内問を比準としたハ

2 成ウ件数には、 l玉|会会期中にI)j閣が父代した均台で、内該|司会において後
任の内問によって成止した鳩合を合むヘ

3 成立法案巾の修J十件数は、政議院及び害議院の刊，)院ごそれぞれ修正議決さ

れた場f<も I件と Lてカウ〆ト Lたり

7主j

民主党が関与した議員立法及び法案修正の可決件数
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な
っ
た
衆
議
院
に
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お
け
る
悶
法
に
関
し
て
の
委

員
公
で
の
群
議
隊
式
で
は

ワ
党
と
民
羊
党
が
共
同
修
正

を
「
打
、
つ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
( 

ノ、
円

且
)
型
は
わ
ず
か
一
件
に
過

ぎ
ず
、
民
羊
党
が
対
案
を
担

山
し
て
、
政
府
案
に
以
対
を

不
す
ア
リ
ー
ナ
(
対
抗
)
型

が
一
件
に
上
る
な
ど
、
そ

の
対
決
度
は
よ
り
鮮
明
と

一辺

な
っ
た
(
表

3
)
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
小
泉
政
権
に
お
け

る
政
的
と
野
匙
と
の
関
係

は
、
そ
れ
ま
で
の
政
権
よ
り

も
対
リ
的
な
関
係
に
あ
り
、

政
府
烹
v唱
の
多
数
決
で
決
者

を
阿
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。
そ
の
結
果
、
野
党
の

影
響
刈
は
限
定
的
か
つ
低
|
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表3

寸
る
こ
と
と
ム
な
f

た
J

1
ん
い
で
つ

こ
う
し
七
何
一
会
に
お
け
る
前
党
の
引
心
掛
々
の
怯

ト

y
一レし
4
u
u
r
一、

戸
へ
一
に
お
け
る
首
桁
の
品
川
女
任
の
従

七

、

u
r門
山

/

ヂ

、

品

、

-u

ミ

三

ア

d
u

b
-迂

i

l

し
?
1
L
し

F
〆

ず
か
小
わ
九
、

九

九
九
午
の
党
首
冷
前
の
導
入
に
伴
、
つ
台
出
の
回
会
山

席
り
て
担
円
一
U

育
相
が
志
会
一
土
叫
十

に
よ
り
、

委
員
会
に
出
席
ス

λ
/
u
h
y
寸
乙
川
数
が
幻
滅
す
る
こ

と
と
な
で
い
る
の
で
あ
る

(図

3
)
=
よ
ふ
ん
ハ
ペ

m
M

引
の
党
古

d
A川
は
体
も
い
I
必
ず
長
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
μ

に
よ
っ
て
非
情
な
な
ま
ま
抑
お
し
て
い
る
υ

そ
も
ぐ

合
出
席
制
訟
の

u
l
L令
わ
せ
日
休
が
、

間
的
J
P九
同
い
の

出
席
主
務

(
昏
沼
津
一
ハ
一
条
)
に
¥
叫
す
る
も
の
で
あ
る

と
も
い
、
入
る
つ
結
果
的
仁
、
ト
相
に
】
ち
る
政
仲
六
千
四
て
の

執
行
に
院
j

る一
uv
明
L
一任

M
r
l分
に

ivm凶
さ
札
口
ず
、

山
川
出
向
の
〕
出
会
に
対
す
る
湾
台
引
の
低
ド
t

を
も
と
ら
し

た
と
い
え
上
う
。
什
い
わ
り
に
小
-
足
首

-mと
そ
の
川
間
近

二日社5り(仁よ:;1)2に45

が
、
国
't
白
川
一
円
計
以
上
い
豆
祝
し
た
の
は
、
円
沿
い
か
ト
ッ

ノ
ダ
ノ
、
J

J

L

決
ハ
疋

Lι
人
万
川
川
会
一
メ
ア
ィ

-f
を
通

ν

て

ト
閉
式
河
川
町
に
訴
え
る

T
u広
明
よ
的
、
J

ー
相
日
前
川
で

の
記
者
に
よ
る
ぶ
り
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ー
女
北
川
政
権
に
お
け
る
法
案
の
成
す
京
は
、
小
泉
政
権
全
期
の
九
六
%
よ

り
も
数
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
九
一
一
%
に
と
と
ま
ロ
た
が
、
法
奈
の
修
正
官
ー

は
主
%
と
一
九
九
六
干
の
向
民
党
政
権
夜
帰
後
の
歴
代
政
権
で
も
っ
と
も

低
い
数
字
と
な
っ
た
。
政
栓
発
足
後
的
臨
時
国
会
を
世
論
的
古
い
支
持
オ
!

と
安
的
新
政
権
と
阿
時
閉
に
発
足
し
た
公
明
克
新
執
p

心
部
の
協
ん
に
よ
っ

亡
、
教
育
基
本
法
改
疋
や
防
術
省

H
格
法
案
な
と
を
含
門
む
一
〈
り
の
一
%
の
成

ウ
ぃ
率
で
終
え
た
バ
宮
前
政
権
は
、
続
く
通
咋
同
会
に
お
い
亡
、
年
金
記
録
問

題
や
松
岡
農
水
大
民
の
問
題
発
見
で
一
転
し
て
川
市
の
正
胤
に
直
向
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
安
倍
首
相
は
、
世
論
か
ら
の
支
持
率
が
低
下
し
た
通
常

同
会
の
後
半
以
併
、
午
合
記
録
問
題
や
天
「
り
問
題
な
ど
で
の
公
務

R
へ

の
世
論
の
批
判
を
背
景
に
、
小
長
政
権
と
同
様
に
一
公
務
員
」
を
た
た
く

こ
と
で
世
論
の
支
持
を
処
得
す
る
法
案
の
群
逆
に
々
を
入
れ
た
。
そ
の
た

め
、
防
衛
塙

H
格
法
楽
や
国
民
投
票
法
案
な
と
で
い
民
土
党
と
の
協
調
的
な

関
係
を
院
宗
し
て
い
た
状
況
か
ら
転
し
て
、
野
党
の
民
主
党
と
対
v
げ
的

な
法
実i
の
提
出
、
成
立
を
阿
る
た
め
、
回
会
に
お
け
る
多
数
を
背
阿汁
合
一
し
た

強
倒
的
な
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
の
結
果
、
こ
の
通
常
国
会
で
、

ι
J

覚
側
が
れ
一
っ
た
強
打
採
決
ヤ
川
中
独
採
決
な
ど
の
不
γ
正
常
な
ほ
決
は
、
山
抗
議

院
で
一
回
凶
、
参
議
院
で
凶
凹
の
八
回
に
及
び
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
不
信

仔
案
や
問
責
沃
議
案
の
採
沃
は
一
一
凶
、
懲
罰
動
議
の
提
議
件
数
も
一
八
件

に
上
っ
た
c

こ
う
し
た
不
止
7

日
な
採
決
は
、
特
に
、
野
党
に
よ
る
追
及
が

激
化
し
、
内
閣
支
持
ネ
が
三
口
出
F

行
に
低
卜
し
た
五
月
末
以
降
に
集
巾
し

て
い
る
(
表
4){}
ま
た
、
衆
ぷ
院
で
は
、
守
党
が
絶
刈
多
数
を
背
景
に

決
算
行
政
防
視
と
懲
罰
を
除
く
す
べ
て
の
常
任
委
員
長
の
ポ
ス
ト
を
独
占

し
て
い
る
の
に
対

L
、
参
議
院
で
は
、
う
党
側
が
安
f

疋
多
数
を
時
保
し
て

い
た
も
の
の
、
重
要
法
索
が
付
託
さ
れ
る
常
任
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト

に
野
党
側
が
就
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
民

羊
党
が
委
員
長
ポ
ス
ト
を
掠
る
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

刊
家
公
務
員
法
改
正
案
で
は
、
一

C
O
同
作
以
来
の
中
間
報
告
で
法
案
の

成
立
が
阿
ら
れ
た
り

こ
う
し
た
ト
コ
封
党
の
刈
決
路
線
は
、
参
ぷ
院
選
、
半
を
控
え
、
支
持
ヲ
の

低
卜
に
対
し
て
巻
き
返
し
を
附
り
た
い
安
倍
首
相
白
身
の
強
い
指
不
?
と
、

そ
れ
に
対
抗
す
る
民
主
党
の
小
沢
代
表
が
年
金
問
組
や
政
治
と
ヵ
、
不
の
問

題
を
前
面
に
山
川
し
て
、
ワ
党
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
決
定
的
と
な
っ
た
を
の
結
果
、
与
党
内
で
も
、
参
ぷ
院
府
民
党
執
行

部
を
仰
心
に
芹
相
の
「
【辞
尤
」
に
対
す
る
不
満
が
両
ま
り
、
安
倍
向
相
が

「
国
会
を
ん
川
町
の
下
請
け
」
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
と
の
強
い
批
判
が
山

さ
れ
た
c

こ
う
し
た
与
針
党
の
対
決
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
一
久
的
政
権

に
お
い
て
は
、
回
会
審
議
を
断
ま
え
て
H
J
野
党
が
歩
み
寄
り
、
法
案
を
修

t
ー
す
る
と
い
っ
た
機
能
は
ほ
と
ん
と
働
か
な
く
な
り
、
法
索
の
存
議
様
式

は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
型
は
わ
ず
か
一
刊
に
と
と
ま
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ア

北法SD(;;.23D) 2;;4i 
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L
ノ
一
六
一
九
件
と
、

ι
r
野
…
正
記
の
対
ど
訟
で
あ
る
こ
と
を
版
告
に
一
ア
〆
た

σペ
{
¥
士
山
り
ノ
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ヘ表
3
〉

、ゐ
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こ
う
1
一た

F'ょ
に
お
け
る
与
川
に
党
刈
民
は
、

安
倍
此
権
門
学
J
i
I
M
κ

ぽ
ノ
午

ご
の
八
設
に
よ
っ
亡
、
続
く
米
安
ね
じ
れ
同
会
と
の
ね
同
政
持
一
お
い
ず
{
¥

根
交
わ
け
す
る
戸
)
い
い
な

Y
L一
丹
時
刷
会
で
は
、

市
出
首
相
は
、

の
批
判
の
品
川
い
北
十
一
声
f
u
坐
肝
炎
河
短
で
の
司
引
一
日
h
u

千
転
鼎
、
し
、

崎
一
比
三

と
も
に
L
祝
日
一
手
十
広
亡
救
涜
叫
川
止
を
吠

YUCせ
を
」
と
仁
析
導
力
士
品
川
官
出
伴
、
ν

九
J

一=」
ζ

一一h
f

、

被
災
計
ヤ
之
内
円
建
立
川
悦
:
m
b
F
i
f
u本
件
へ
の
陀
迄
の
巾
限
ヰ
一

な
く
丁
大
阪
な
設
す
作
〆
吋
リ
っ
た
り
、
最
低
行
司
令
法
改
上
主
ヤ
校
三
法
主

条
「
土
、

反

17
の
酎
/
ノ
ボ
を
主
け
て
守
野
党
共
同
で
以
来
を
惇
汗
し
た
り

す
ん
一
九
ldT
、

対
抗
川
f

か
ら
ン
/
ヒ
ン
け
ス
刑
↓
へ
の
審
議
校
、
へ
の
大
き
な
変

引
か
生
ま
れ
た
c

そ
の
た
め
、

法
案
の
攻
守
率
は
、
被
絞
法
案
奇
加
、
X
Jゐ

と
円
売

μ

E
f
u
%
い
い
達
し
、
法
案
作
時
三
T
J
U

八
旬
、

i
J
肘
党
共
ト
円
に
ふ

yu
議
F
r
d
U
的
成
斗
川
町
川
は
悶
尽
を
日
る

刊
い
v
ヒ
〈
た
、

ν
か

、

ケ
の
U
A
4村山
J

〈
、
対
主
党
の
小
沢
氏
人
r
!

と
の
大
法
立
協
議
が
枝
折
し
て
以
降
、

ヌん

F
E叩
政
権
を
め
く
っ
一
¥
ワ
芳
川
正
問
の
川
町
4
は
遊
け
が
れ
ム
い
吠
況
と

な
コ
九
J

「
守
の
た
め
、

政
い
J

削

hr↑h
重
法
政
誌
と
位
買
UM
け
h
l

一
州
ん
一
相
支
持

特い世年
J

、山??、は、

衆
参
一
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読
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合
計
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斉
議
が
/
れ
わ
れ
、

廿訓
1
1
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}

汽ノ什い一フケ
A

1
A
l
f
X
7ノ

(一
μ
人
喚
問
を
今
」
U
)

に
よ
っ
て
、
治
州
門
誌
灯
、
い
ノ
走
、
ヌ
山
川

誌
な
lr

の
校
出
川
倒
れ
松
岡
情
山
叫
が
医
会
ド
一
抗
山
さ
れ
に
も
の
の
、

T

i

d
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小泉(2005年以降ト安倍・補間各政権における庖舎での不正常な採決等 主主

小泉政穣 (2005年以降)
第164路通常閣会 (2日06年}
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表4

安倍政権

第165[!j]臨時国会 (2臼何年)
lllJ b口 :12院孜有*本特設 l 回委員長人教育恭本注l立;日三宅 I~J 決 l 民共判

l:i:17:Wi.I 
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l'日171' 雲院議恥運営妥{山委員、救育基本特l号Ij妥設置 l可決 U~欠片)
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料

H
J
野
党
聞
の
合
意
形
成
の
た
め
の
手
み
当
り
は
見
ら
れ
ず
、
衆
ぷ
院
の
汗

議
決
に
よ
る
一
数
」
の
力
に
よ
る
決
着
が
阿
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

続
く
、
通
常
凶
会
で
位
ム
ロ
と
な
っ
た
の
は
、
子
算
関
連
法
案
を
め
ぐ
る

取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
市
忍
=
市
院
選
学
的
結
果
、

t
g
A院
の
過
「
数
を
品
位
得

し
た
野
党
は
、
議
長
-
議
院
誕
常
委
員
長
の
ポ
ス
ト
と
ギ
史
な
委
員
会
の

委
員
長
ポ
ス
ト
を
民
ー
十
冗
が
握
る
こ
と
で
、
議
市
4W4骨
門
比
惜
を
掌
握
す
る
こ

と
と
な
っ
た
r

そ
の
た
め
、
野
党
側
は
、
参
議
院
に
お
い
て
、
反
対
す
る

法
索
を
審
議
や
採
決
の
議
題
に
載
せ
な
い
と
い
う
議
事
一
杯
訂
構
」
を
、

守
党
側
に
刻
し
て
ね
便
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
与
党
側

は
、
米
ぷ
院
で
一
分
の
の
ぷ
席
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
衆
参
両
院
の
ギ

欽
を
か
ろ
う
じ
て
凶
避
す
る
対
抗

T
段
を
持
ち
得
た
が
、
参
議
院
で
の

議
事
「
折
併
比
惜
」
に
よ
っ
て
、
野
党
が
法
案
の
採
決
を
行
わ
な
い
均
台
に

は
、
六

O
H
ル
I
ル
を
旭
川
す
る
し
か
方
法
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
細
切
れ
の
会
問
制
を
保
用
す
る
こ
と
で
、
会
期
よ
ま
で
の
審
議
同
問

の
有
限
性
を
汗

E
に
野
党
が
法
宰
審
議
の
引
き
延
ば
し
を
阿
る
「
ヴ
ィ
ス

コ
ス
テ
ィ
」
戦
術
を
行
使
す
る
こ
と
を
よ
り
存
易
に
し
た
、
特
に
、
限
時

法
ヤ
日
切
れ
法
案
の
川
崎
九
日
に
は
、
年
度
内
で
の
成
す
を
阻
リ
し
、
法
律
を

失
効
さ
せ
る
こ
と
が
り
能
に
な
る
っ
そ
の
た
め
、
与
党
側
は
、
野
光
の
抵

抗
を
見
通
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
川
怖
の
M

暫
定
税
ネ
延
長
の
た
め
の
払
案
の
成
げ

ま
で
の
期
間
的
「
つ
な
ぎ
法
案
」
を
抗
山
す
る
と
い
う
奇
策
を
講
じ
る
こ

五t

と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
与
党
側
は
会
期
延
長
に
よ
っ
て
、
六

O
円
ル
ー

ル
に
よ
る
野
党
側
の
抵
抗
を
最
終
的
に
排
除
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
参
議
院
で
の
六

O
H聞
を
満
た
す
た
め
の
大
川
な
会
周
の
延
長
は
現

実
に
は
阿
維
を
伴
う
こ
と
が
多
い
(
も
っ
と
も
会
期
延
長
の
=
帯
決
に
は
衆

院
の
優
越
が
あ
る
の
で
、
そ
の
制
約
は
日
数
的
な
問
題
と
い
う
こ
と
に
な

る
)
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
補
給
支
援
特
措
法
案
の
延
長
を
め
ぐ
っ
亡
、

北法:i9UJ・242)2S:J()

ヒ
つ
一
回
臨
時
国
会
の
召
集
を
で
き
る
だ
け
前
倒
し
し
た
い
と
す
る
自
民

党
執
行
部
の
伊
吹
幹
事
長
の
よ
う
な
刈
応
も
生
む
こ
と
に
な
っ
た

こ
う
し
た
参
議
院
で
の
可
野
党
逆
転
と
い
う
強
い
制
約
が
引
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
通
常
同
会
で
の
法
誕
の
成
す
率
は
ヒ
九
対
に
大
幅
に
低
「

し
、
修
市
井
は
逆
に
一
一
%
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
(
表

2)F)
委
員
会

に
お
け
る
審
議
株
式
で
は
、
コ
ン
セ
ゴ
サ
ス
担
が
顕
著
に
州
加
し
、
他
ん

で
、
対
抗
叫
の
裕
一一
平
訳
出
悼
式
は
、
衆
議
院
で
は
な
く
、
土
に
参
議
院
に
お
い

て
柏
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
c

民
士
厄
は
、
前
同
会
か
ら
、
多
数
を
獲
得

し
た
参
議
院
で
刈
抗
業
を
り
決
す
る
た
め
に
、
対
案
で
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
復
興
支
伝
法
案
や
ガ
ソ
リ
ン
悦
暫
定
悦
率
廃
川
法
案
な
ど
の
議
員
提

出
法
楽
を

E
附
的
に
参
法
と
し
て
岡
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
同
凶
会
に
お
い
て
、
福
田
角
川
聞
は
、
野
党
と
の
融
和
を
草
本
と
し
な

が
ら
も
、
対
決
川
士
山
下
算
関
連
法
議
を
め
ぐ
っ
て
は
、
再
議
決
も
砕
さ
な

い
と
す
る
ワ
党
側
と
、
政
権
推
得
を
念
頭
に
対
決
去
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る



民
主
党
の
執
行
部
と
の
聞
の
出
献
は
大
き
く
、
野
党
欠
席
の
も
と
で
の
係
渋

強
行
も
衆
院
段
階
で
は
見
ら
れ
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
次
参
両
院
で
の
刈

決
型
の
法
案
を
め
ぐ
る
与
野
党
共
同
の
法
案
修
正
は
実
現
し
な
か
っ
た
り

そ
の
占
で
、
非
対
決
到
の
国
家
公
務
員
削
皮
改
革
荒
本
法
案
干
地
球

溢
隠
化
対
策
昨
進
法
改
止
菜
、
少
午
法
改
市
索
で
は
、
う
克
と
υ
民
主
党
の

同
日
川
や
委
員
会
の
実
務
省
レ
ベ
ル
で
政
策
協
議
が
行
わ
れ
、
二
一
刊
の
法

条
修
正
が
実
現
し
、
与
野
党
共
同
の
議
員
ウ
法
も
字
一
出
来
本
以
や
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
基
本
法
、
青
少
年
有
害
ル
リ
イ
ト
基
本
法
な
ど
七
件
が
成
立
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
阿
国
会
に
お
け
る
民
主
党
内
政
府
提
出
法
案
に
対
す

る
賛
成
ネ
は
卜
昇
し
、
反
対
し
た
の
は
ガ
ノ
り
ン
税
、
道
路
特
定
財
源
等

の
財
務
企
融
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
税
制
-
公
債
関
辿
の
法
案
の

み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政
府
側
が
、
野
山
見
の
反
対
に
よ
っ
て
成
立
の

見
込
み
の
な
い
法
案
の
提
出
を
事
前
に
£

L
作
え
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
二
六
九
凶
通
1

日
同
会
の
内
閣
提
山
法
案
の
件
数
は
八

O
件
に
過
さ
な

い

τ
こ
の
よ
う
に
、
全
体
の
傾
山
と
し
て
は
、
与
野
党
聞
の
合

E
を
重

視
す
る
コ
ン
セ
〆
サ
ス
出
の
法
常
が
基
調
と
な
り
な
が
ら
、
特
定
の
弔
安

対
決
法
案
に
関
し
て
は
、
総
選
挙
に
向
け
て
政
府
側
を
解
散
に
追
い
込
む

べ
く
、
野
党
側
が
ワ
党
と
激
し
く
対
げ
す
る
敵
対
型
政
治
が
反
問
さ
れ
た

と
い
え
よ
、
つ
の

小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

も
っ
と
も
、
野
党
側
と
し
て
は
、
参
議
院
の
逆
転
と
い
う
状
況
で
、
重

要
対
決
法
案
を
め
ぐ
っ
て
野
党
側
の
叫
ぶ
を
実
現
す
る
余
地
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
し
か
し
、
次
則
総
選
手
を

E
識
し
、
修
正
や
取
引
に
よ
る
部

分
的
な
政
策
の
実
現
を
日
指
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
政
権
獲
得
に
向
け
た
政

州
側
と
の
対
決
去
勢
を
示
す
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
と
い
え
る
{
世
論
の
批

判
の
強
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
め
ぐ
り
、
民
主
党
は
、
後
期
口
齢
省

医
ぜ
制
度
彪
止
法
案
を
提
出

ν

、
参
議
院
で
の
審
議
・
川
決
を
実
現
し
た

が
、
取
議
院
で
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
だ
け
で
、

Hm尚
、
宋
存
議
に
終

わ
っ
た
ご
こ
の
こ
と
は
、
守
党
側
が
反
対
す
る
野
中
兄
の
議
員
立
法
の
限
界

を
不
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
町
党
側
も
そ
の
成
止
の
川
能
性
よ
り
も
、

野
党
と
し
て
の
よ
場
表
明

f
e
z
-
2二
件
ヨ
民
)
が
優
先
さ
れ
、
与
党
側

と
の
現
行
法
制
度
の
修
止
に
向
け
て
ん
ロ

E
を
形
成
す
る
を
忠
は
弱
か
っ
た

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
後

T
凶
会
に
お
い
て
は
、
野
党
側
が
、
問
責
決
議

案
を
い
つ
山
す
か
の
日
程
に
関
心
が
集
ま
り
、
結
同
、
首
相
問
責
決
議
を

史
上
初
め
て
川
決
す
る
こ
と
に
な
ウ
た
も
の
の
、
与
党
側
が
衆
議
院
で
内

閣
信
任
決
議
案
を
可
決
す
る
こ
と
で
、
円
相
は
4
H
灯
を
回
避
し
、
ワ
野
党

の
攻
防
は
、
次
期
国
会
に
持
ち
泣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
参
議

院
で
首
相
問
責
決
一
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
参
院
に
残
っ
て
い
た

一
四
件
の
法
律
案
す
べ
て
が
廃
家
と
な
っ
一
た
じ

こ
の
よ
う
に
、
川
市
参
ね
じ
れ
国
会
は
、
野
党
の
影
響
力
を
塙
加
さ
せ
る

こ
と
と
な
2

た
c

そ
の
一
方
で
、
野
兎
と
の
対
決
型
の
法
索
の
場
合
、
首

北法SD(;;.24:;) 2;;;;1 



料

柑
は
、
与
党
内
的
造
反
を
阿
避
し
、
衆
議
院
の
再
ぷ
山
抗
争
一
停
保
す
る
た
め

に
、
派
閥
や
族
議
員
、
中
堅
若
干
議
員
な
ど
に
対
す
る
配
躍
を
す
る
必

要
に
氾
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ο

小
泉
両
相
の
一

0
0
五
ー
の
郵
政
情
以

で
は
、
党
執
行
部
の
処
分
栓
限
や
候
補
者
公
認
栓
が
衆
院
議

R
の
造
以
を

抑
制
す
る
一
定
の
効
呆
を
も
っ
た
コ

ν
か

ν
、
福
山
政
権
に
お
い
て
は
、

世
論
の
支
持
が
得
、
{
つ
れ
な
い
状
況
で
解
散
権
は
行
使
で
き
ず
、
ぃ
↑
相
手
議
員

に
と
っ
て
は
党
の
方
針
に
じ
は
し
と
も
、
世
必
の
支
持
を
得
や
す
い
一
般
財

源
化
を
強
く
求
め
る
方
が
有
利
に
働
く
と
い
う
状
況
が
作
用
し
た
と
い
え

よ
う
υ

そ
の
結
果
、
首
相
の
政
策
決
i

注
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
主
哩
権
は
、

法
索
提
間
後
の
群
議
入
り
や
採
決
に
抵
抗
す
る
灯
党
へ
の
設
歩
に
と
ど
ま

ら
ず
、
法
索
提
山
の
事
前
段
階
や
ほ
決
段
階
で
の
与
党
内
で
の
中
堅
・
新

子
議
員
の
造
反
の
阿
避
と
、
族
議
員
の
側
か
ら
の
首
相
の
設
歩
へ
の
牽
制

と
い
っ
た
多
様
な
党
内
の
青
山
見
を
前
世
u
す
る
必
要
性
か
ら
、
大
き
な
制
約

を
受
け
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
}
し
か
も
、
政
権
発
込
時
に
五

口
同
ム
円
の
支
持
率
を
得
た
も
の
の
、
年
末
に
は
三
心
部
を
下
凶
る
よ
う
に

な
り
、
四
月
以
降
は
、
一
心
%
台
に
低
落
し
た
ま
ま
政
権
に
対
す
る
世
論

的
支
持
は
一
層
減
退
す
る
こ
と
と
な
一
っ
た
。
こ
う
し
た
世
論
的
支
持
の
弱

さ
は
、
ワ
党
に
対
す
る
向
相
の
川
律
性
の
低
十
と
、
同
公
に
お
け
る
野
党

か
ら
の
大
き
な
民
力
と
相
鼻
水
し
て
、
首
相
の
政
治
的
折
導
力
を
レ

I
ム
ダ
ツ

ク
状
態
の
よ
、
つ
な
、
よ
り
脆
弱
な
も
の
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、

五t

ヨ工

今
後
の
立
法
過
程
の
あ
り
方
に
つ
い
て

北法:i9UJ・244)25;)2

ひ
っ
ム
ハ
年
総
選
挙
の
結
果
、
小
選
挙
同
(
比
例
代
表
#
立
)
制
の
も

と
で
、
与
野
党
が
政
権
公
約
(
マ
ニ
フ
ヱ
ス
ト
)
を
掲
げ
て
選
手
戦
を
戦

い
、
有
権
者
は
、
党
首
と
政
権
公
約
に
着
目
し
て
政
権
選
以
を
行
う
と
い

う
「
阿
川
町
内
閣
制
」
的
な
注
肘
に
有
権
者
も
経
験
加
を
得
る
こ
と
と
な
っ

た
。
も
は
や
、
か
つ
て
の
よ
う
な
政
権
内
で
の
談
令
に
よ
っ
て
、
次
期
首

町
祉
を
決
i

注
し
た
り
、
選
挙
後
の
ム
口
従
辿
衡
に
よ
っ
て
、
政
権
形
成
の
枠
組

み
が
決
ま
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
や
り
方
に
は
、
凶
民
の
反
発
も
強
ま
る

だ
ろ
う
。
内
閣
機
能
の
強
化
は
、
こ
の
選
挙
制
民
改
革
に
よ
っ
て
想
定
さ

れ
た
首
相
ギ
導
を
実
現
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
周
回
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た
制
度
改
革
の
定
右
に
よ
っ
て
、
向
相
が

政
策
決
定
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
ン
y

フ
を
充
障
す
る
す
法
過
祈
へ
の
移
行

は
、
小
阜
、
安
倍
内
政
権
に
よ
っ
て
、
確
与
す
さ
れ
た
と
い
え
よ
う

し
か
し
、
九
九
一
八
年
以
来
の
米
参
ね
じ
れ
同
公
の
復
活
は
、
こ
う
し

た
首
相
主
製
も
、
ト
h
J

党
が
山
市
参
川
院
で
い
か
に
安
定
し
た
議
席
を
有
し
、

与
党
内
の
統
制
を
徳
川
町
し
て
い
る
か
に
依
与
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を

技
々
の
，
問
に
一
ボ
し
た
。
以
前
の
衆
参
ね
じ
れ
困
会
が
比
較
的
同
期
で
収
中

し
た
の
は
、
自
民
党
が
中
間
政
党
の
封
党
を
補
完
政
党
化
し
た
り
(
部
分

連
合
)
、
貯
覚
と
の
閣
内
辿
止
に
断
み
切
っ
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
c

し



一
人
政
党
制
が
現
実
化
し
、
中
間
政
党
や
補
完
政
党
を
野
党
の
中

に
見
出
し
に
く
い
状
況
で
は
、
ワ
党
が
ね
じ
れ
国
会
を
解
消
す
る
手
段
は

容
易
で
は
な
い
。
特
に
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
選
学
時
期
が
異
な
る
以
卜
、

二
院
聞
の
構
成
が
異
な
る
ね
じ
れ
同
会
は
む
し
ろ
今
後
も
続
く
と
考
え
た

ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
)
こ
の
こ
と
は
、
民
、
一
干
克
政
権
が
誕
刊
し
て
も
、
中

間
選
挙
的
な
意
味
合
い
の
あ
る
参
議
院
選
挙
で
は
、
ど
う
し
て
も
、
町
完

が
有
利
に
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
υ

こ
う
し
た

点
か
ら
、
今
後
の
i

止
法
過
程
の
あ
り
ん
を
与
え
る
際
に
は
、
衆
参
両
院
を

守
党
が
交
定
多
数
を
占
め
て
い
た
時
代
と
は
異
な
る
衆
参
ね
じ
れ
回
会
が

当
分
続
〈
、
」
と
を
前
提
に

L
た
国
会
の
も
と
で
の
あ
り
方
論
が
必
以
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
F

か
し
、

小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

も
つ
一
と
も
、
衆
参
ね
じ
れ
同
会
に
は
、
引
存
の
よ
う
な
与
党
が
衆
議
院

の
一
分
の
一
の
議
席
を
確
保
し
、
山
市
議
院
の
円
可
決
に
よ
っ
て
、
法
案
の

成
壬
を
阿
る
こ
と
が
で
き
る
「
不
完
全
ね
じ
れ
状
態
」
と
、
そ
れ
以
前
の

ね
じ
れ
同
会
で
み
ら
れ
た
、
与
党
が
衆
議
院
の
三
分
の
こ
の
議
席
を
も
た

な
い
「
4

一
天
ね
じ
れ
状
態
」
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
岩
本
版
志
は
、

福
田
政
権
に
お
い
て
見
ら
れ
た
回
会
で
の
与
野
党
問
の
対
げ
を
、
与
党
側

が
完
全
ね
じ
れ
状
態
を
不
完
全
ね
じ
れ
化
し
よ
う
と
し
、
逆
に
野
党
側
が

よ
中
完
全
ね
じ
れ
状
態
を
完
全
ね
じ
れ
化
し
よ
う
と
す
る
攻
防
戦
で
あ
っ
た

と
し
て
い
る
J

与
党
側
が
剥
テ
ロ
料
情
法
で
回
会
承
認
規
定
を
削
除
し
た

り
、
日
銀
法
の
改
正
に
よ
っ
て
衆
議
院
優
越
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
た
り
、
つ
な
ぜ
」
法
索
を
従
山
し
り
し
た
の
は
、
前
者
の
例
で
あ
り
、

逆
に
、
野
党
側
が
、
日
銀
総
裁
人
事
を
否
次
し
た
り
、
日
切
れ
法
案
の
不

支
ね
じ
れ
化
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
、
引
朴
=
請
の
引
き
延
ば
し
策
を
と
っ
た
の

は
、
後
者
の
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
ご

L
E
法
上
の
ル

1
ル
か
ら
い
え
ば
、
与
党
側
が
米
議
院
の
一
分
の
一
以
上

の
議
席
を
確
保
し
て
い
る
以
上
、
野
党
の
抵
抗
に
対
し
て
、
京
ぷ
院
の
町

議
決
で
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
来
あ
る
べ
き
決
定
方
法
で
あ
る
ご

し
か
し
、
補
給
支
援
特
措
法
案
や
道
路
特
定
財
源
開
辿
の
税
制
川
崎
辿
法
案

で
与
党
が
衆
議
院
の
再
議
決
梓
を
行
使
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ

7

や
世
論
の
動
向
は
、
概
し
て
、
政
附
与
党
側
に
批
判
的
で
あ
っ
た
…
し
か

し
、
そ
れ
は
、
一
九
九

O
午
代
以
降
、
制
度
改
小
が
行
わ
れ
た
円
本
の
議

院
内
閣
制
が
、
衆
議
院
を
長
盤
と
し
、
内
閣
に
権
力
を
付
与
す
る
「
権
力

集
中
型
」
の
付
組
み
を
日
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
の
不

足
が
汗

E
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
じ
五
丘
年
体
制
時
の
よ
う
に
、
野
党
が
政

権
鎚
併
の
可
能
引
が
な
い
状
況
で
は
、
川
党
に
よ
る
審
議
拒
否
な
ど
の
引

き
延
ば
し
策
は
、
一
定
の
対
抗
手
段
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
闘
は
あ
っ
た
c

ま
た
、
一
九
八
九
年
か
ら
九
九
三
年
に
至
る
ま
で
の
京
参
ね
じ
れ
同
公

(
完
全
ね
じ
れ
状
態
)
で
は
、
目
立
凡
側
も
、
予
算
案
の
よ
う
な
衆
院
の
優

越
が
川
能
な
議
索
で
は
反
対
し
て
も
、
国
民
生
日
に
支
障
が
出
る
子
持
関

北法5D(;;-24;)) 2;;;;3 



料

連
法
案
で
は
、
賛
成
に
回
る
と
い
う
現
実
的
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
(
法
案
よ
成

υ
の
責
任
は
野
党
に
も
及
ぶ
た
め
)
ご

一
九
九
心
年
代
後
半
以
降
は
、
政
権
父
代
の
可
能
仲
が
現
実
化
し
、
常

議
引
き
延
ば
し
を
対
抗
策
と
す
る
ス
ケ
ジ
コ

l
ル
闘
争
は
、
川
崎
か
ら
も

ー
ベ
持
さ
れ
な
く
な
っ
た
ご
氏
、
一
干
党
が
審
議
折
討
を
で
き
る
だ
け
回
避
し
た

の
も
、
そ
う
し
た
世
論
か
ら
の
批
判
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

現
状
の
よ
う
な
不
完
全
ね
じ
れ
状
態
は
、
野
党
が
審
議
折
併
や
参
院
に
お

い
て
法
案
を
否
決
し
て
も
、
段
終
的
に
は
衆
院
で
の
何
サ
決
と
い
う
方
法

が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
法
案
ト
ホ
成
I

げ
の
責
任
は
与
党
側
に
侃
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
野
匙
が
与
党
側
と
の
妥
協
を
桁
針

L
、
以
対
安
勢
を
且
く
の

も
、
こ
う
し
た
不
完
全
ね
じ
れ
状
態
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
も

い
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
非
妥
協
的
な
回
会
対
凶
が
、
審
議
引
き
延

ば
し
と
い
っ
た
司
生
産
的
な
戦
術
に
偏
っ
た
場
合
、
本
来
凶
ム
立
が
県
た
す

べ
き
討
必
に
本
づ
く
意
見
集
約
機
能
を
台
叫
し
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
c

ま
ず
は
、
与
野
党
問
で
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、
法
家
修
汁
な
ど
の
可
能

性
も
牧
到
し
た
う
え
で
、
最
終
的
に
は
、
多
数
決
で
決
着
を
図
る
と
い
う

民
主

4
4北
の
当
り
前
の
去
に
田
町
る
こ
と
が
阿
会
の
寸
法
過
程
の
あ
り
方
で

あ
る
と
主
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
機
能
不
全
の
責
任
は
与
党
側
に

も
あ
る
。
完
全
ね
じ
れ
国
会
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
目
立
見
が
強
く
反
対
す

る
法
案
を
事
前
に
予
測
し
、
提
山
段
附
で
法
索
の
内
が
を
よ
り
柔
軟
に
は

五t

直
す
と
い
う
準
備
を
怠
っ
て
い
た
ο

ま
た
、
野
党
と
の
対
止
後
も
、
政
策

協
議
に
よ
っ
て
央
剣
に
絞
占
を
見
出
そ
う
と
い
、
つ
努
力
も
兄
ら
れ
な
か
っ

た
ο

結
局
、
最
終
的
に
は
、
衆
議
院
の
再
刊
決
が

T
段
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
と
い
、
つ
不
元
全
ね
じ
れ
状
態
へ
の
依
存
が
、
与
党
、
野
党
以
方
が
歩

北法:i9UJ・246)25;)4 

み
寄
る
機
運
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
{
}

こ
う

ν

た
小
元
全
ね
じ
れ
状
態
の
回
会
に
お
い
て
は
、

H
切
れ
法
五
を

め
ぐ
っ
て
、
六
つ
日
ル
ー
ル
ま
で
法
索
の
審
議
を
引
き
延
ば
そ
う
と
す
る

野
匙
側
の
ス
ケ
ジ
ー

l
ル
闘
宇
の
弊
宵
が
顕
著
に
な
っ
た
ご
ま
た
、

ι
J
完

側
も
参
院
に
お
い
て
、
野
党
の
刻
家
の
委
員
会
付
託
を
取
引
条
件
ト
と
し
て

岨
け
す
る
よ
う
な
対
応
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
会
の
審
ぷ
機
能
を

形
散
化
す
る
ス
ケ
ジ
コ

l
ル
闘
争
を
抑
止
す
る
た
め
に
は
、
現
品
の
細
切

れ
の
会
期
制
の
通
年
化
や
、
位
旨
説
明
要
求
に
よ
る
委
員
余
付
託
引
き
延

ば
し
に
一
定
の
制
限
を
設
け
る
こ
と
、
か
っ
と
の
五
カ
汗
体
制
十
完
全
ね

じ
れ
同
会
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
円
切
れ
法
案
や
断
Z
疋
予
帯
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
凶
民
牛
活
に
需
指
し
不
可
欠
の
内
容
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

~J野

党
双
方
が
権
力
闘
争
の
貝
に
し
な
い
と
い
う
慣
行
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が

必
泣
む
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
多
欽
決
に
よ
る
決
定
も
、
将
来
、
衆
議
院
で
の

与
党
の
絶
対
優
位
が
崩
れ
、
完
全
ね
じ
れ
状
態
が
現
実
化
し
た
場
合
に
、

野
兎
側
が
あ
く
ま
で
強
碩
的
に
以
対
す
れ
ば
、

ι
J
覚
側
は
金
融
回
会
の
よ



ス
に
野
立
問
に
完
全
議
接
す
る
か

t九
の
み
て
山
口
rh公一
u
d
の

J
h
つ
に
多
数
派
を
が
戒
す
る
た
め
の
町
宮
古
川
切
り
崩

-
4
4
l
i
l
l
 

作
を
九
円
立

を
'
行
う
L
、刀
f
fウ

crい
な
い
こ
と
に
な
る

管
法

の
ハ
叫
す
ぎ
る
参
戎
院
の
権
限
を
削
減
す
る
た
め
の
訓
内
Jdu
川
は
、

ワ
川
川
廿
の
双
方
い
い
巻
議
民
の
円
以
'1浬
手
長
す
ゐ
参
議
崎
一
一
誠
『
一
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
定
リ
訂
以
什
C
は
な
j
¥
ま
た
、
参
謀
た
が
栄

誠
氏
に
対
、
、
抑
制
的
に
ぶ
拝
、
つ
よ
う
な
慣
れ
を
M
J子
乙
こ
ど

も
、
参
ι川
悦
ご
山
い
一
真
決
議
で
人
を
司
氏

ν

、
政
権
を
解
散
に
沿
い
込

も
う
ト
y

了
。
よ
う
な
崎
町
作
を
野
党
♂
と
る
限
り
、

日
」
実
的
ご
は
な

い
「
江
川
河
、
氾
ん
ね
じ
れ
決
控
ご
の
守
野
党
の
7
y
ド
口

y
ク
を

解
決
す
れ
ω

の
は
、

国
会
と
の
h

寸
肝
交
の
対
芯
を
計
九
川
完
納
す
ゐ
選

手
に
お
け
る
F
h
h
権
宇
の
判
断
/
か
な
い
こ
い
A

ん
ゐ
野
党
内
役
剖

は
政
府
会
批
判
す
る
こ
こ
に
あ
一
匂
こ
と
は
当
収
、
で
£
る
が
、
て
の

，:、県政権 1石:υ~ìJ~ュ品在。}変有

p

に
一
は
、
山
ど
っ
げ
ω
か
政
府
と
と
も
に
惟
ハ
ペ
ム
ゲ
対
一
杭
す
る
と
と
ま
で
か

景
山
一
一
明
し
て
い
る
わ
り
で
二
な
い
「

J

ご一、

引抗
y
巴

通
ハ
i
ね
じ
れ
h

次
郎

uc口「

党
が
あ
く
ま
じ
反
対
と
紙
抗
を
円
ハ
ノ
丸
、
な
ら
ば
、
そ
の
悦
厄
し
な
い

F

)

て
の
芦
刊
は
政
存
と
と
も
に
肝
党
が
日
九
円
一
マ
ム
ザ
こ
い
フ
一
抵
抗
h

ム

μ
つ一て、
L
U
川
v

れ
当
会
で
の
iiJ
出
党
刊
一
寸
係
の
あ
リ
ト
ハ
ぜ
か
γ

と
も
に
ML

山
川
す
等
々
全
行
、
、
こ
ん
f

が
ザ
ム
宅
、
あ
ろ
う
c
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税制関連仏主主を;:'~院財務金融、総務委汽公で尺決、災院通過
h:.t::、道路 :~J辺誠 j}' を除く fj1'，.制 I~JiU'法案を ?-3 町!こ弓~J I-L' 

会、日銀総裁候有志村の所1口取j~f
参託手、0-ぷ、 11 j民主主裁、高Ij/t~故人事でI~t時一敏郎、伊時l量販;;;-~:;=手法
衆院本会議で}hl]al-Hi原特iylji"':'iSをFTi1士、衆院通過
'IK院本会ぷで口訟総裁 副総裁人'liをぷ~
衆院本会三ili"('日銀総;(0i:¥二阿波叫治、副総裁に内村{告た歩合H国
泰史キ会式、[]銀総裁入手でトH改称ifを否決
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3 つけi 与党、 :冶苦E路持口「八3主之乙:別目則j1L日司:にこつい て久乙サつ)惨 Tf~'jìたミを ~F:，際ず芯P覚:にこ 5認d つ
「守j沿迅市制j日:J此bι、本改弘|時時(に宇 将兵~-jI!;\ 1 ヒ ;φ 向 tj !;~;主す

:)， 2'1 市"'斗相 i白~~問主主叫、車・税制: (，ノ)取 :)ιih~ につい、 j や提J守、を j{; 夫
ら全復 政財源化!J:iL5主主が員十両hiR年間(..:.;，百科して取

えしなおヲ」

ワ覚、道路湖 ;~IltノイÝ! の暫定税率)1，1111 1 ヶ刀法μ をも~.!~;
:3. :2民 衆参両院議i討中設によれ』路以外のt1"';<2:税字社~ 2 ぅ njÆ~、するつな

2-;'云誌を議員、f云f，yJPrとする lーとで与肘定;仕烹

20日8;;~-i正i[t!{;下界実を参院本会議で否決、定法ω朱2取り却L定によ
り戒す

コ ;il 伺民牛治i}~ f.L:>1;避科巾j 司?皇t 八;主(決定委AF+VH を支えをさl山IJ~f;ぶ ih
議で可決、成立

4， 4 税制j湾辿J去茶を参院ノ、会議ご;~旨説明、!村氏金融、治ゴヲ:委員会に(寸託

4 つ 怠比本失=去、 H銀総J<<人事で:1川}J羽キ:riJ弘司l超長人事で波辺守
l主をt可決

L 11 道{Ii'，則源院化、 JZI~.J 与党 fì:~、 r09 1 1 安からの椴 ftJ 沼化、色定判

キ:土税制;技:本i:~:í:華料;こ検討事る、必要'-判断される河町i土着実に手
市宇之」

4. 14 ij.~IÍ" ~I_:J;l対委 o長会訟に ~n貯?特定財布の政策協議 r:1 )ヘ11
4. 1;:) 役!羽伎継者主主際保険料 (T】年-:i;:天引き司始

1， 1行 込u名目オj担持i司法安合会内イベイミ誌で19B'説明、財政'，'>融委員会に':h{
'1. 18 与~~~J 'H~、第 1 出品路特定市ィ原政策協議
" 2:3 守野』ii;、結 2~~'且 jbhTtノ巳応1原政策協議
4. 2:) Ú 日本平駐ifJ 経費~:j:}1IJ I窃万二死EJi 長、主主山本会ぷで小承認、憲法6l!1~
の規定によれぞ、認

呂田公:;'~ r~'(会談、一政財j出に確認、沼郡弘文取級い合志

4 】" が'''，1'会ご号、従事]関連i:j、案をさiJ、日条 4Jll:こよ 1)参議院が否決Lた
むのとみ主ごす議決、 ::6;.U、!、5条:2Jft~，より「市長仏、成"

G. 0 進路↓H;，1>;(，~，~例法案をささ院 l~.~ 政全域妥員会で併社

ヨ 12 皇i/fc財源持例法案芯参院 ~Ä ~~-設で什)')~'
;). 13 内問、活 5井戸寸災 GJ~尽をめぐる問主決χ1-'09仏Atかt=)(/) 役引況に、

担定ノヰ~ ~干 lよノパ(互の{計IJiえた改革 ;r，j'に怜 ~~l'

省財T削減特例;1;'九を定iL:-;91ミヨ岨:こよ;広院本会談 Z"j:tl-誠氏、戒す
5. 2:i 野党内音:、 f長期tZ齢者豆町中;Jj~~1発止11、宗を参院にふえ出

"， 2'; 1;:1家公府民つl民改革JZL判長宗でワ野党が修 lムノ?告
J ヲ8 衆院内|判長員会で ~-i-; ~;~総長制度改革基本法較を防止設計

J. 28 込路一役財源化う野党政京協議町間
G. 主~r~j齢 t1-1~(:~号制度苓iI 法案をさミr:;l:it?:!1勺働妥員えで;--Ci;士、与l司欠席
(i. ij 安則前J詩作者:A崎市J:支出止iJ、2告を安杭本会ぷでど411
6， 11 浦上正守組問責決設定、参院本会議仁<lJiえ
行 11 参訣院本会議で議f)立i:j、川J仏政"寸売日μ 菜5刊を可決成i

行 口預fih相L任決議3EajfL5;ボ会議と可決
5. .1 ~~ ワ党プゴンェケ}イー ム、 f次期高給者恒松見rt::L宗決定
G. 13 衆院本公=￡ F42奴 ;~21 r-:までGH I~Jftミ Jペ、 ElコAI →然7:}\、ぷのため

(fi料も，j:I有J尉綜訓収』、司会会設伝ぷ j半コピ作bY:

ー ~.Û、抗日 Z4S)2S:J fì



40

60

50

30

20

10

0

小泉

９ 

月
１ 
月

２ 
月

３ 

月
４ 

月
５ 

月
６ 

月
７ 

月
８ 

月

 

月 

①

10  

月 

②

10  

月 

③

10  

月
11  

月
12

不支持

支持

40

70

60

50

30

20

10

0
不支持

支持

安倍

９ 

月

 

月
10  

月
12 ３ 

月 

①

３ 

月 

②

 

月
11 １ 

月
２ 

月
４ 

月
５ 

月 

③

５ 

月 

②

５ 

月 

①

７ 

月 

③

８ 

月
７ 

月 

②

７ 

月 

①

６ 

月 

②

６ 

月 

①

６ 

月 

③

６ 

月 

④

６ 

月 

⑤



40

70

60

50

30

20

10

0

９ 

月

 

月
10  

月 

①

12  

月 

②

12 

月
11 １ 

月
２ 

月
５ 

月
８ 

月
７ 

月
６ 

月
４ 

月 

①

３ 
月 
①

不支持

支持

４ 

月 

②

３ 
月 

②

福田

40

70

60

50

30

20

10

0

９ 

月

 

月 

②

10  

月
11  

月
10 

月
11１ 

月
１ 

月
１ 

月
３ 

月
５ 

月
９ 

月
７ 

月
５ 

月
７ 

月
４ 

月
８ 

月
３ 

月 

①

３ 

月 

①

４ 

月 

①

７ 

月 

②

５ 

月 

②

６ 

月 

①

６ 

月 

③

６ 

月 

⑤

 

月 

①

12

福田安倍小泉

不支持

支持



小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

F
l
)
ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
エ

y
ブ
は
、
一一
議
院
内
閣
制
の
政
権
に
お
い
て
、

大
統
領
制
と
同
様
に
首
相
の
政
治
的
指
導
ん
を
司
能
と
す
る
要
因

と
し
て
、
執
政
の
長
で
あ
る
首
相
の
権
力
リ
ノ

l
ス
の
増
加
と
、

執
政
及
び
政
党
内
で
の
首
相
の
い
律
刊
の
増
大
、
凶
民
に
よ
る
折

哩
首
選
択
の
選
挙
逝
相
が
如
苦
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

で
-
J
7
。
玉
川
戸
ω
τ
。
ぬ
ロ
コ
仲
介
今
戸
コ
斗
セ
m
w
c
-
/
t
m
v
ず

σ4
巾

己

的

、

~4FdG~Jnω
た
~
2
N

工
nNHHNRN-MGご

C
¥
可
。
~
ご
H
R
匂

み

(

)

と

2KJRh日ミ
N
h
N
問
、
~
ご
ロ
A
V
一ミ
p
h
c
A
三五

円

)
3
s。
へ
コ
N
2
2
r
G
M『
C

「
色
。
州
司
。
コ
凶
{
一
コ
-
4
2
2門
司

τコゆ刊誌

N
C
C
山

口
ゆ
)
)
川
株
に
、
小
長
政
権
に
お
け
る
首
相
主
洋
の
政
策
決
定
プ

ロ
セ
ス
へ
の
転
換
を
選
挙
制
度
改
ぷ
?
と
れ
政
改
小
の
制
度
改
革
の

帰
結
と
す
る
研
究
と
し
て
、
待
烏
聡
史
「
小
一
最
長
期
政
権
を
支
え

る
政
治
改
草
の
成
果
」

h

山
町
央
公
論
一

C
C
五
年
四
リ
号
、
竹

山γ
治
堅

『
向
相
支
配

H
本
政
治
の
変
貌
』
中
央
公
論
新
社
、
一

0
0
六
介
、
山
内
山
融
E

小
泉
政
権
|
「
パ
ト
ス
の
首
相
」
は
何
を

変
え
た
の
か
μ

中
央
公
論
新
社
、
一
ひ
っ
七
年
等
が
あ
る
。
ま
た
、

伊
藤
は
、
選
手
制
皮
改
革
と
執
政
的
改
革
が
fl民
党
を
中
心
、
と
す

る
コ

7
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ヴ
の
構
造
と
豆
思
決
定
に
も
た
ら
し
た

影
響
を
理
論
的
な
観
占
、
か
ら
実
証
を
行
っ
て
い
る
(
伊
藤
光
利
「
官

邸
主
神
型
政
策
決
定
と
川
民
党
コ
ア
・
ヱ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ヴ
の
集

梓
化
一

『
レ
ヴ
ァ

f
ア
サ
ン
』

一
八
号
、
こ
の
つ
六
年
)
。

(
2
)
州
内
野
勝
は
こ
う
し
た
ル

i
ル
の
{
反
省
を
、
繰
り
返
し
ゲ
l
ム
の

も
と
で
は
、
将
来
の
影

p
r
E
2
1
cご
Z
E
2
2
)

を
回
避
す
る

た
め
に
キ
流
派
と
以
キ
流
派
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
問
で
協
調
行
動
が
形

成
き
れ
る
と
す
る
合
理
的
選
択
論
の
仙
川
市
、
か
ら
説
明
し
て
い
る

(
何
時
勝
一
白
民
党
組
織
珂
論
か
ら
の
牧
汁
」

『レ
ヴ
ア
イ
ア

ザ
ン
ド
第

九

号

、

九

九

年

、

凶

七
l
凶
八

R
)
。

(
3
)
計
年
立
か
け
月
の
在
行
中
、
は
m
に
閣
僚
む
あ
っ
た
の
は
竹
中
平
城

の
み
で
あ
る
が
、
情
出
康
犬
(
行
局
長
{U)
、
谷
組
禎
一
(
財
務

大
出
等
)
、
麻
川
ぷ
郎
(
総
務
人
匡
外
務
大
出
)
、
中
川
町
一
(
経

済
産
業
大
山
・
農
林
水
産
大
凶
)
、
石
原
仲
晃
(
行
政
改
革
担
当

大
出
国
土
交
通
大
同
)
、
川
ハ
順
，
ナ
(
蝶
境
卜
人
内
田
外
務
九
円
)
、

小
池
山
九
口
P

す
(
環
境
大
民
)
、
坂
口
力
(
厚
生
労
働

λ
民
)
ら
の

存
任
期
出
は
一
一
年
を
越
え
た
。

(
4
)
小
泉
内
悶
の
支
持
率
は
、
存
任
五
年
古
今
月
の

T
均
で
み
川
口
出

と
附
代
の
向
民
党
政
権
で
肢
も
古
い
支
持
宇
ー
で
あ
っ
た
が
、
政
権

末
期
の
一
年
間
に
お
い
て
も
、
な
お
ふ
川
口
%
近
い
高
支
持
率
を
維

持
し
つ
づ
け
た
(
本
恨

E
に
お
け
る
位
論
調
存
の
数
字
は
、
朝
川

新
聞
社
の
実
施
し
た
世
論
調
査
に
依
拠
し
た
)υ

(
日
)
内
山
・
前
掲
肯
九
六
!
一
九
七
頁

(
6
)
中
井
歩
「
内
問
機
能
の
強
化
と

h
政
の
役
割
」

h

岩
波
請
時
空

法
4
変
存
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
'
岩
波
香
山
、
一

C
Cヒ
年
、
一

凶
九
頁
0

7
)
ぷ
骨

H
判
開
』
二

c
c
t年
阿
刈
一
目
。
同
禄
に
、
退
職
公
務

川
貝
の
再
就
職
に
閉
し
て
押
し
つ
け
的
あ
っ
せ
ん
が
あ
?
た
こ
と
を

認
め
る
政
肘
答
弁
害
に
対
し
て
、
市
苧
務
次
官
等
会
議
で
は
、
財
務
、

経
凶
産
業
、

苦
察
、
金
融
の
各
事
務
次
官
、
長
官
か
ら
の
以
対
が

北法5D(;;.251) 2;;;;9 



料

相
次
い
だ
。
そ
の
結
果
、
閣
議
に
げ
る
こ
と
は
阿
婦
と
な
っ
た

が
、
官
邸
側
の
上
哩
で
閣
議
決
i'疋
を
押
し
切
る
こ
と
と
な
っ
た

(『日
本
経
治
新
聞
μ

一
ひ
っ
七
干
今
一
月
二
八
日
、

『呼
経
新
聞
』

一
C
C七
年
三
月
一
八

H
)
)

(
8
)
後
の
Mm阿
山
内
閣
に
お
い
亡
公
務
員
制
民
改
草
京
本
法
が
成
立
し

た
が
、
そ
こ
で
も
、
担
当
大
悼
の
波
辺
喜
美
わ
小
判
当
大
出
に
対

す
る
件
省
一
千
自
民
党
か
ら
の
反
党
は
強
く
、
政
府
提
山
法
案
で
は
、

内
閣
人
事
庁
へ
の
人
事
権
の
一
一
正
化
は
採
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
回
会
で
の
審
議
段
階
で
民
主
党
が
一
元
化
を
強
く
上
張

L
、
法
案
は
同
党
の
要
求
に
治
、
つ
形
で
修
医
議
決
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
c

(
9
)
民
議
員
か
ら
の
以
発
が
強
ま
っ
た
泣
因
と
し
て
は
、
経
済
財
政

誇
間
会
議
に
お
い
て
、
首
相
自
ら
が
ト
y
ブ
ダ
ウ
ン
で
方
針
を
示

し
た
こ
と
に
よ
っ
一
亡
、
そ
の
批
判
が
安
倍
fU身
に
集
中
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
指
抗
さ
れ
と
い
る
(
清
水
真
人

『経
泣
財
政
戦

ι

一H
邸
主
導
小
一
長
か
ら
d

女
倍
へ
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
一

0
0七

千
、
三
九
七
l
四
心
凶
良
)
。

(刊
)

1

朝
日
新
聞
』

一C
Cヒ
引
六
日
月
立
日
υ

(
日
)
首
相
の
補
佐
役
で
あ
る
組
崎
山
一房
ぷ
官
は
、
政
策
通
で
あ
っ
一
た

も
の
の
、
党
務
で
の
経
験
が
な
く
、
与
党
側
と
の
調
整
不
足
が
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
(
上
牧
隆

副官
邸
崩
壊
安
倍
政
権
迷
走
の

年
¥

新
潮
社
、
ニ
ロ
ロ
七
年
、
五
一

l
五
五
向
日
)
。

(
ロ
)
安
倍
政
権
に
お
い
て
は
、
事
務
の
宵
一
房
副
長
官
は
、
慣
例
で
あ

五t

る
旧
内
務
省
系
省
庁
出
身
者
で
は
な
く
、
安
桁
の
父
親
の
代
か
ら

親
父
の
あ
る
元
内
関
内
政
審
議
室
長
の
的
場
順
一
が
行
命
さ
れ

た
。
こ
の
人
事
が
要
凶
と
な
っ
て
、
川
町
に
省
庁
か
ら
の
情
報
が

上
が
っ
て
こ
な
い
な
ど
、
官
僚
制
の
側
か
ら
の
協
力
取
り
付
け
が

同
枇
に
な
っ
た
と
の
折
摘
も
あ
る
(
上
杉
・
同
川
凶
凶
ハ
頁
)
ο

戸
川
)
飯
陪
洞

a
政
局
か
ら
政
策
へ
日
本
政
治
的
成
熟
と
転
換
ド
ー

T
T
出
版
、
一

C
C
八
年
、
問
。
頁

(μ)
比
売
新
聞
政
治
部

『白
弘
エ
凶
会
組
問
「
以
流
政
権
」
の
白
(相
』

新
潮
朴
、
一

0
0
八
介
、
目
立
l
凹
七
頁
=

(
日
)
総
定
数
一
凶
一
名
山
町
、
連
リ
一
日
党
は
改
選
前
の
一
一
一
一
一
一
議
席
か

ら
、
ー
ハ
ヒ
囚
臨
時
凶
会
行
生
古
川
に
は
、
一
心
五
議
席
と
激
減
し

て
什
人
」

ο

F

L
一J

FM)
野
党
側
は
一
日
二
九
円
に
安
=
市
院
に
提
出
し
た
野
党
の
対
誕
の

存
議
を
先

h
さ
せ
る
こ
と
で
、
政
山
引
案
の
存
議
を
た
な
叫
し
に
す

る
戦
術
を
と
ろ
う
と
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
、
ワ
党
は
灯
党
の
対
案

を
可
決
す
る
こ
と
で
、
政
府
案
が
否
決
さ
れ
た
と
み
な
す
一
奇
策
」

で
も
っ
て
、
野
止
側
を
け
ん
制
す
る
構
え
を
見
せ
た
り
両
者
の
に

ら
み
合
い
の
結
果
、
結
局
、
開
法
と
対
誕
の
野
党
索
が
参
議
院
で

存
議
入
り
し
た
の
は
、
四
川
け
四
日
と
な
っ
た
じ

(
げ
)
衆
議
院
で
法
案
を
河
議
決
す
る
際
に
、
与
党
内
か
ら
六
か
ら

一
七
名
の
造
反
議
員
が
山
れ
ば
否
決
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
っ
た
ご

河
野
太
郎
米
院
議
員
ら
党
内
の
若
ア
議
員
か
ら
は
、
一
般
財
源
化

の
担
保
が
な
け
れ
ば
道
路
聴
備
財
源
特
例
法
案
に
反
対
も
辞
さ
な

北法:i9UJ・2:i2)2S60



小泉政権fを(j)iL)'大過程の変存

い
と
す
る
自
見
が
表
明
き
れ
て
い
た
。

(
国
)
四
月
一
一
口
の
政
的
・
μ
J
克
合
意
で
は
、
什
民
党
道
路
抜
の
意

向
を
受
け
て
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
道
路
は
者
だ
に
整
備
す
る
、

地
十
刀
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
の
各
項
円
が
碍
り
込
ま
れ

て
い
た
。

F
U
)
四
月
一
利
口
に
う
党
か
ら
松
山
さ
れ
た
巾
間
報
刊
の
動
議
が
野

党
の
多
殺
で
否
決
さ
れ
た

(
初
)
参
院
の
現
場
レ
ベ
ル
で
は
、
道
路
整
仙
財
源
特
例
法
案
の
修
T
K

協
議
を
与
野
党
で
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
の
委
員

会
で
修
什
協
議
を
わ
う
の
か
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
日
程
的
に

も
時
聞
が
な
い
こ
と
か
ら
、
結
局
、
法
案
修
正
に
は
す
ら
な
か
っ

た

勺

刺

H
新
聞
-
二

0
0
八
年
六
リ
一
口

H
コ

pn」
た
だ
し
、
九
九
八
年
仁
川
の
参
議
院
選
挙
後
か
ら
九
九
九

年
一
口
け
に
公
明
党
が
辿
守
政
権
に
参
加
す
る
ま
で
、
参
議
院
に

お
い
て
は
、
与
封
党
逆
転
の
状
態
で
あ
っ
た
。

(
幻
)
コ
ン
セ
ン
サ
ス

(
A
V
恩
)
型
は
、
内
閣
提
山
円
以
案
に
対
し
て
、

野
え
第
一
党
が
与
党
と
の
聞
で
内
容
修
正
に
合
意
し
、
採
決
に
お

い
て
賛
成
し
た
い
和
議
様
式
と
'
疋
義
し
、
ア
リ
ー
ナ
(
対
抗
)
川
+
は
、

山
内
閲
提
出
法
案
に
対
し
て
、
野
党
治
一
党
が
対
案
と
な
る
議
員
提

山
川
法
議
ま
た
は
修
正
案
を
提
出
し
て
、
ほ
決
に
お
い
て
反
対
(
存

議
組
否
を
含
む
)
し
た
審
議
様
式
と
定
義
し
た

(
お
)
一
つ
一
ひ
っ
午
月
六
日
の
「
岡
京
怠
本
政
策
委
民
会
合
同
訴

査
会
的
通
常
に
つ
い
て
の
市
人
n
せ
」
で
は
、
ヰ
内
討
論
を
九
五
山
明
中
、

毎
週
四
わ
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
も
の
の
、
総
理
が
衆
参
の
本

公
議
、
予
算
委
員
会
、
市
占
有
広
範
議
案
審
査
の
委
員
会
に
山
席
す

る
週
に
は
閉
会
し
な
い
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
(
大
西
勉
「
党
行
討

論
を
め
ぐ
る
新
十
の
問
題
」
中
村
酔
男
・
大
行
賞
編

a
上
岡
章
先

月
宮
方
記
念
品
正
集
・

4
法
の
主
務
と
坦
論

L
R山
社
、
一
ひ
っ

五
年
、
八
ヒ
八

i
八
七
九
百
)

(
川
品
)
飯
島
勲
小
泉
官
邸
秘
録
-
円
本
が
凶
新
聞
社
、
一

0
0六
咋
、

一一一

l
一
石

R
。

(
釘
)
上
件
降

a
小
泉
の
勝
利
メ
デ
ィ
ア
の
敗
北
-
草
山
忠
社
、
一

C
C

ハ
年
、
一
同
四
七
負
。

(
山
川
)
読
売
新
聞
政
治
部

『外
交
を
陪
嘩
に
し
た
男
小
泉
州
川
支
二
心

。
。
口
の
真
実
-
新
潮
社
、
つ
の
六
干
、
七
!
七
三
頁
、

F
U
)

一
九
九
八
年
ー
か
り
一
心
。
ハ
年
ま
で
の
九
年
間
の
不
T
K
7
m
m
怜
渋

の
介
計
は
一
四
件
と
午
平
均
で
凶
作
弱
に
す
ぎ
な
い

(

E

羽
け
新

聞
L

二
の
ひ
七
年
六
川
一

O
H
)
。

(
お
)
議
事
運
営
権
に
は
、
議
長
や
委
員
長
が
法
規
通
り
に
持
っ
と
す

る
専
決
事
頃
説
と
、
全
会
設
ル

1
ル
を
行
使
す
る
こ
と
で
実
質

的
に
は
貯
党
(
少
数
ν瓦
)
側
が
持
ワ
と
す
る
野
党
一
副
が
あ
る
が
、

法
案
の
市
議
干
採
決
を
先
送
り
す
る
と
い
っ
た
消
極
的
な
議
事
淫

営
桂
子
一
多
数
党
の
野
党
委
員
ぷ
が
行
使
す
る
場
ム
い
に
は
、
少
数
党

の
ワ
党
側
に
は
刈
抗

T
段
が
ま
口
た
く
存
許
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
安
倍
政
権
で
れ
わ
れ
た
よ
う
な
中
間
報
刊

は
過
半
数
を
失
っ
た
与
党
側
に
は
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

北法5D(;;.25:;) 2;;61 



料

で
あ
る
。
な
お
、
一
?
ハ
九
凶
通
Tm同
会
で
は
、
参
議
院
の
1
U

巾
任
委

員
会
の
内
、

F
算
委
員
長
は
白
民
党
が
と
っ
た
も
の
の
、
総
務
、

外
交
防
衛
、
財
政
金
融
、
厚
川
労
働
、
農
林
水
産
、
経
済
崖
業
等

の
委
員
長
ポ
ス
ト
は
川
町
土
党
が
I
U
め
た
c

こ
の
よ
う
に
委
員
長
ポ

ス
ト
の
配
分
が
各
党
に
ま
た
が
っ
た
た
め
、
道
路
格
的
財
源
特
例

法
索
(
凶
土
交
通
省
所
管
)
的
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
衆
院
で

阿
土
交
通
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
の
と
同
除
に
、
参
院
に
お
い
て

も
、
参
院
規
則
投
ぴ
削
例
に
従
っ
て
、
国
1
交
通
委

R
会
(
向
民

党
J

全
員
長
)
に
付
託
す
る
よ
う
に
自
民
党
が
求
め
た
の
に
対
し
て
、

議
院
選
営
委
員
会
の
採
決
に
よ
っ
て
、
財
政
金
融
委

H
会
(
民
平

党
;
全
員
長
)
に
付
託
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
事
態
が
生
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
同
法
案
の
付
託
問
題
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
河
阿
参

院
議
長
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
財
政
人
山
融
委
員
会
と
凶
1
交
通
委

員
会
の
連
合
審
丘
を
行
う
こ
と
で
決
相
が
阿
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
つ
引
刊
新
聞
L

ニ
ロ
ロ
八
年
六
川
一

O
H
)
。

(
凶
)
こ
の
修
正
件
数
の
う
ち
、
五
件
が
施
わ
円
修
ホ
等
の
形
式
修
T
I

で
ふ
め
る
。

(
山
川
)
民
で
瓦
の
意
思
決
定
は
、
も
と
も
と
部
門
会
議
か
ら
積
み
ト
げ

て
い
く
ボ
ト
ム
ア
y
ブ
別
が
重
回
向
さ
れ
て
き
た
が
、
小
沢
一
郎
の

代
表
就
H
U
後
は
、
小
沢
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
羽
由
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
特
に
、
重
盟
事
項
に
閣
し
て
は
、
部
門
会
議
の
決
定

を
飛
び
越
し
て
、
代
表
の
ト
y
プ
タ
ウ
ン
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
さ
れ
る
(
稲
川
氏
義
絹
・
著
『
民
4
党
一
口
利
山
亡

第
一
害

五t

林
、
一
心
。
一
八
年
、
二
二
六

i

一七向九
)

υ

こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、

小
川
山
代
表
が
重
視
し
て
い
な
い
問
題
に
関
し
て
は
、
部
門
ご
と
の

現
場
の
引
当
者
に
日
野
党
聞
の
政
策
調
整
を
わ
う
裁
量
が
存
在
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
c

(
出
)
円
本
康
志
「
「
拍
じ
れ
」
前
提
の
意
思
次
ハ
疋
を
」

『日
本
経
済
問

究
セ
ン
タ
ー
会
報
μ

一
C
C
八
年
六
月
号
、
一
八

i

一
九
頁
r

(
刊
ど
ね
烏
は
、
九

0
年
代
か
ら
の
小
選
挙

R
制
の
哩
人
や
内
問
機
能

強
化
を
含
む
行
政
改
草
な
ど
、
一
連
の
統
治
機
構
改
草
に
よ
っ
て
、

日
本
の
議
院
内
開
制
は
議
会
多
数
派
の
意
向
を
よ
り

E
視
し
、
か

っ
多
数
派
内
部
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
強
め
る
選
択
を
わ
っ
た

と
し
て
い
る
訂
判
烏
聡
史
「
市
川
可
決
一
反
日
参
院
制
反
改
革
が
望

ま
れ
る
」
h

朝
日
新
聞
-

一0
0
八
年
玉

H
一
口
)
ο

戸
川
品
)
租
税
特
別
措
置
に
闘
し
て
、
貯
党
側
か
ら
ワ
党
に
対
し
て
、
事

前
に
ラ
野
党
問
で
協
議
し
て
、
「
一
致
し
て
賛
成
す
る
瓜
目
」
と
「
賛

併
が
分
か
れ
る
項
円
」
を
切
り
分
け
、
別
々
の
法
索
と
し
て
提
出

す
る
よ
う
要
求
が
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
し
か
し
、
守
党
は
賛
肖

の
境
円
を
一
桁
に
提
山
し
た
ほ
う
が
民
!
?
兄
が
反
刻
し
に
く
い
と

の
与
え
か
ら
豆
け
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
勺
朝
日
新
聞
'

一心

。
八
年
一
月
一
台
日
)
。

(
川
品
)
政
府
側
か
ら
本
会
議
に
お
け
る
趣
旨
説
明
の
昂
望
が
あ
っ
た
場

九
円
に
は
、
野
党
側
は
一
吊
る
し
」
を
取
り
卜
げ
て
、
順
次
本
会
議

に
お
け
る
抽
出
己
円
説
明
聴
取
を
実
施
す
る
慣
行
を
確
ー
止
す
べ
き
で
あ

ヲ匂バ
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(
お
)

一
O
O
八
年
凶
川

一
仁
川
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
補
欠
選
挙
で

は
、
自
民
党
候
補
が
υ
民
主
党
候
補
に
人
芹
で
敗
れ
た
G

こ
の
こ
と

が
影
響
し
て
、
与
党
は
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
を
担
保

す
る
た
め
の
総
務
会
「
魚
、
附
議
決
定
と
い
う
干
続
き
に
踏
み
切

る
こ
と
と
な

っ
た
と

い
え
る
。

仮
に
、
町
党
候
補
が
敗
れ
て
い
れ

ば、

野
党
側
が
回
会
審
議
に
復
帰
し
、
審
ぷ
促
進
や
採
決
に
協
力

す
る
と
い

っ
た
影
糾
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
ろ
、
っ
。

(注
)
本
稿
は
、
一

O
O八
年
八
川

一

H
に
実
施
さ
れ
た
す
法
過
程

研
究
会
で
の
円
如
報
告
に

部
加
筆

・
修
7
1
し
た
も
の
で
あ
る
。
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